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(57)【要約】
　多宛先トラフィックを通信するためのシステム、方法
、および装置が提供される。本開示の一態様は、ワイヤ
レス通信の方法を提供する。方法は、２つのメディアア
クセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）サブ
フレームを生成することと、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム
は各々異なる受信機アドレスを備える、２つの集約され
たメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ
－ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレー
ムを生成することと、Ａ－ＭＰＤＵは２つの異なる受信
機アドレスと関連付けられる２つの異なる肯定応答ポリ
シーをシグナリングする、Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信
することとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置によって、２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット
（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することと、ここに
おいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、
前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付
けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備える、
　送信のために前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを出力することとを備える、ワイヤレス通信の
方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーが、前記Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの対応する
１つまたは複数の制御フィールドにおいて示される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フレームが
送信されるべきであることを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレーム間
空間時間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることを示す、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記１つまた
は複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つが特定の値に設定される場合に前記制御
応答フレームが送信されるべきであることを示す、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つがさらに、メディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、前記ＭＰＤＵ
デリミタフィールドが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つ
の受信から前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの肯定応答が
送信されるまでに経過することになる時間遅延を示す値を記憶する、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤＵデリミ
タフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおい
ても示されるバックオフ値に基づく、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成することが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの少なくとも１つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフィールドの
少なくとも１つにおいて、受信の肯定応答に対する要求を生成することを備え、前記フレ
ームの末尾フィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受信の肯定応
答に対する前記要求のタイプを決定する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後に、前記２
つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信の前記肯定応答を受信す
ることをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
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　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つのための受信の肯定応
答に対する前記要求の前記タイプが肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ
以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つにおいて前記フレームの末尾フィ
ールドの前記値を設定することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つのための受信の肯定応
答に対する前記要求の前記タイプがブロック肯定応答フレームであることを示すように、
前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つにおいて前記フレームの
末尾フィールドの前記値を設定することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成される処理システム
と、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここ
において、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレ
スと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を
備える、
　送信のために前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを出力するためのインターフェースとを備える
、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの対応する１つ
または複数の制御フィールドにおいて前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーを示すよう
に構成される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フレームが
送信されるべきであることを示す、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレーム間
空間時間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることを示す、請求項１５に
記載の装置。
【請求項１７】
　前記処理システムがさらに、前記制御応答フレームが送信のために出力されるべきであ
ることを示すように、前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つを特
定の値に設定するように構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが、メディアアクセス制御
プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、前記処理システムが
、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信から前記２つ以
上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの肯定応答が送信のために出力され
るまでに経過することになる時間遅延を示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶さ
れた値を設定するように構成される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤＵデリミ
タフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおい
ても示されるバックオフ値に基づく、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
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　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１
つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフィールドの少なくとも１つに
おいて、受信の肯定応答に対する要求を生成するように構成され、前記フレームの末尾フ
ィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受信の肯定応答に対する前
記要求のタイプを決定する、請求項１３に記載の装置。
【請求項２２】
　前記処理システムがさらに、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時
間以上の遅延の後に受信される、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なく
とも１つの受信の前記肯定応答を復号するように構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つのための受信の肯定応答に対する前記要求の前記タイプが肯定応答フレームである
ことを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中
の前記フレームの末尾フィールドの前記値を設定し、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの前記少なくとも１つに対する受信された肯定応答フレームを復号するように構成
される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つのための受信の肯定応答に対する前記要求の前記タイプがブロック肯定応答フレー
ムであることを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも
１つの中の前記フレームの末尾フィールドの前記値を設定し、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対する受信されたブロック肯定応答フレームを復
号するように構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　少なくとも１つのアンテナと、
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成される処理システム
と、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここ
において、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレ
スと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を
備える、
　前記少なくとも１つのアンテナを使用して前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するように
構成される送信機とを備える、ワイヤレス通信のためのワイヤレスノード。
【請求項２６】
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するための手段と、ここにおいて、
各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、前記Ａ－
ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる
１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備える、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するための手段とを備える、装置。
【請求項２７】
　Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの
対応する１つまたは複数の制御フィールドにおいて前記１つまたは複数の肯定応答ポリシ
ーを示すように構成される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フレームが
送信されるべきであることを示す、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－
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ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレーム間空間時
間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることをさらに示す、請求項２８に
記載の装置。
【請求項３０】
　Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信
の後に前記制御応答フレームが送信のために出力されるべきであることをさらに示すよう
に、前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つを特定の値に設定する
ように構成される、請求項２８に記載の装置。
【請求項３１】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つがさらに、メディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、Ａ－ＭＰＤＵ
フレームを生成するための前記手段が、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記
少なくとも１つの受信から対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答が送信されるま
でに経過することになる時間遅延を示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶された
値を設定するように構成される、請求項２６に記載の装置。
【請求項３２】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤＵデリミ
タフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにも示
されるバックオフ値に基づく、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームの少なくとも１つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフ
ィールドの少なくとも１つにおいて、受信の肯定応答に対する要求を生成することを備え
、前記フレームの末尾フィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受
信の肯定応答に対する前記要求のタイプを決定する、請求項２６に記載の装置。
【請求項３５】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後に受信され
る、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信の肯定応答を
復号するための手段をさらに備える、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つのための受信の肯定応答に対す
る要求のタイプが肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記フレームの末尾フィールドの値を設定す
るための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つに対す
る受信された肯定応答フレームを復号するための手段とをさらに備える、請求項３４に記
載の装置。
【請求項３７】
　２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つのための受信の肯定応答に対す
る要求のタイプがブロック肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ以上のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記フレームの末尾フィールドの値
を設定するための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１
つに対する受信されたブロック肯定応答フレームを復号するための手段とをさらに備える
、請求項３４に記載の装置。
【請求項３８】
　実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させる命令が符号化された、コンピ
ュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記方法が、
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
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）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することと、ここにおいて、各Ａ－
ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、前記Ａ－ＭＰＤ
Ｕは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる１つまたは複数
の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備える、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信することとを備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項３９】
　装置によって、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰ
ＤＵ）フレームを受信することと、
　前記装置によって、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームを復号することと、
　前記装置によって、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機
アドレスを復号することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アドレ
スに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定することとを備える、ワイヤレ
ス通信の方法。
【請求項４０】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つのフィール
ドにおいて各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少なくと
も１つの指示に基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－Ｍ
ＰＤＵサブフレームの各々に対応する１つまたは複数の肯定応答ポリシーを復号すること
をさらに備える、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少なくとも１つのフィールドが
特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィールドの前記特定の値に基づい
てフレームを生成することと、前記フレームを送信のための出力することとをさらに備え
る、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくとも
１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号することをさらに備え、ここ
において、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、送信のために生成
され出力される前記フレームが肯定応答フレームである、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくとも
１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号することをさらに備え、ここ
において、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、送信のために生成
され出力される前記フレームがブロック肯定応答フレームである、請求項４１に記載の方
法。
【請求項４４】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
フィールド中の値を復号することと、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＤＰＵサブフレー
ムの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対
する要求のタイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記復号された値が１である場合、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信に肯定応答する肯定応答フレーム
を生成することと、
　前記肯定応答フレームを送信のために出力することとをさらに備える、請求項４０に記
載の方法。
【請求項４５】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
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フィールド中の値を復号することと、前記復号された値は、前記２つ以上のＡ－ＭＤＰＵ
サブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの受信の肯定応答
に対する要求のタイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記復号された値が０である場合、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信に肯定応答するブロック肯定応答
フレームを生成することと、
　前記ブロック肯定応答フレームを送信のために出力することとをさらに備える、請求項
４０に記載の方法。
【請求項４６】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号することと、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から前記肯定応答フレームを送信のために出力するま
でに経過することになる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている
値から決定することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定
応答ポリシーに基づいて、前記時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信のた
めに出力することとをさらに備える、請求項４４に記載の方法。
【請求項４７】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記値がバックオフ値である、請求
項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を生成す
ることと、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する前記１つまたは複
数の肯定応答ポリシーに基づいて、前記Ａ－ＭＤＰＵフレームの送信から短い時間間フレ
ーム空間時間以上の遅延の後に、受信の前記肯定応答を送信のために出力することとをさ
らに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５０】
　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム
を受信し、
　　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号
し、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号し
、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アド
レスに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定する
　ように構成される処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項５１】
　前記処理システムがさらに、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つのフィール
ドにおいて各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少なくと
も１つの指示に基づいて、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの
前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する肯定応答ポリシーを復号するよ
うに構成される、請求項５０に記載の装置。
【請求項５２】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少
なくとも１つのフィールドが特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィー
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ルドの前記特定の値に基づいてフレームを生成し、前記フレームを送信のための出力する
ように構成される、請求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　前記処理システムがさらに、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレー
ムの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくと
も１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記
処理システムがさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、前記
フレームを送信のために肯定応答フレームとして生成するように構成される、請求項５２
に記載の装置。
【請求項５４】
　前記処理システムがさらに、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレー
ムの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくと
も１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記
処理システムがさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、前記
フレームを送信のためにブロック肯定応答フレームとして生成するように構成される、請
求項５２に記載の装置。
【請求項５５】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記値は前記
２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定
応答に対する要求のタイプを示す、さらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が
１である場合、送信のために肯定応答フレームを生成するように構成される、請求項５１
に記載の装置。
【請求項５６】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記値は前記
２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定
応答に対する要求のタイプを示す、さらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が
０である場合、送信のためにブロック肯定応答フレームを生成するように構成される、請
求項５１に記載の装置。
【請求項５７】
　前記処理システムがさらに、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号し、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から前記肯定応答フレームの送信までに経過すること
になる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定し、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーに基づいて、
前記時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信のために生成するように構成さ
れる、請求項５５に記載の装置。
【請求項５８】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記値がバックオフ値である、請求
項５７に記載の装置。
【請求項５９】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、請求項５８に記載の装置。
【請求項６０】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応す
る前記肯定応答ポリシーに基づいて、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間
空間時間以上の遅延の後で前記装置に宛てられる、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレーム
の前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を送信の
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ために生成するように構成される、請求項５１に記載の装置。
【請求項６１】
　少なくとも１つのアンテナと、
　前記アンテナを介して集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ
－ＭＰＤＵ）フレームを受信するように構成される受信機と、
　　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームと、前
記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスとを復号し、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アド
レスに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの少なくとも１つが前記ワイヤレスノードに宛てられると決定する
　ように構成される処理システムとを備える、ワイヤレス通信のためのワイヤレスノード
。
【請求項６２】
　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム
を受信するための手段と、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームに基づいて２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
を復号するための手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号する
ための手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アドレ
スに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームから復号された前記２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項６３】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つのフィール
ドの中の各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少なくとも
１つの指示に基づいて、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する肯定応
答ポリシーを復号するための手段をさらに備える、請求項６２に記載の装置。
【請求項６４】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少なくとも１つのフィールドが
特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィールドの前記特定の値に基づい
てフレームを生成するための手段と、前記フレームを送信するための手段とをさらに備え
る、請求項６３に記載の装置。
【請求項６５】
　復号するための前記手段がさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少
なくとも１つの中の前記少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値
を復号するように構成され、生成するための前記手段が、肯定応答フレームを生成するよ
うに構成され、送信するための前記手段がさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前
記値が１である場合、前記肯定応答フレームを前記フレームとして送信するように構成さ
れる、請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
　復号するための前記手段がさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少
なくとも１つの中の前記少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値
を復号するように構成され、生成するための前記手段が、肯定応答フレームを生成するよ
うに構成され、送信するための前記手段がさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前
記値が０である場合、ブロック肯定応答フレームを前記フレームとして送信するように構
成される、請求項６４に記載の装置。
【請求項６７】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
フィールド中の値を復号するための手段と、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
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フレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを
示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対する肯定応答フレームを生成するための手段と
、
　前記肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備える、請求項６３に記載の装
置。
【請求項６８】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
フィールド中の値を復号するための手段と、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを
示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対するブロック肯定応答フレームを生成するため
の手段と、
　前記ブロック肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備える、請求項６３に
記載の装置。
【請求項６９】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号するための手段と、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から前記肯定応答フレームの送信までに経過すること
になる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定するた
めの手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーに基づいて、
前記時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備え
る、請求項６７に記載の装置。
【請求項７０】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールド中の前記値がバックオフ値である、請求項６９に記載
の装置。
【請求項７１】
　短フレーム間空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、前記ＭＰＤＵデリミタフィ
ールドに記憶されている前記バックオフ値、請求項７０に記載の装置。
【請求項７２】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を生成す
るための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つに対す
る前記肯定応答ポリシーがブロック肯定応答ポリシーを示す場合、前記Ａ－ＭＰＤＵフレ
ームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後で、受信の前記肯定応答を送信する
ための手段とをさらに備える、請求項６３に記載の装置。
【請求項７３】
　実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させる命令が符号化された、コンピ
ュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記方法が、
　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム
を受信することと、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号す
ることと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号する
ことと、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少
なくとも１つが前記装置に宛てられると決定することとを備える、コンピュータプログラ
ム製品。
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【請求項７４】
　前記装置によって、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース送信機ア
ドレスを示すために、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機アドレス
フィールドを設定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７５】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース
送信機アドレスを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機
アドレスフィールドを設定するように構成される、請求項１３に記載の装置。
【請求項７６】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース送信機アドレスを示すために
、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機アドレスフィールドを設定す
るための手段をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、全般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、多宛先トラフィックを
通信するためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に離れたデバイス間でメッセージを交換するために使用される。ネットワークは、た
とえばメトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得る地理
的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリアネッ
トワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエリアネ
ットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、またはパ
ーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ばれる。ネットワークはまた、様々なネット
ワークノードとデバイスとを相互接続するために使用される交換／ルーティング技術（た
とえば、回線交換対パケット交換）、送信に利用される物理媒体のタイプ（たとえば、有
線対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネッ
トプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録商
標）など）によって異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的な接続性を必要とするとき、またはネットワークアーキテクチャが固定されたトポロジ
でなくアドホックなトポロジで形成される場合に、好ましいことが多い。ワイヤレスネッ
トワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用する非誘
導伝搬モードでは、無形物理媒体を利用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、固
定された有線ネットワークと比較すると、ユーザのモビリティと迅速なフィールド展開と
を容易にする。
【０００４】
　[0004]しかしながら、複数のワイヤレスネットワークが、同じビル、近くのビル、およ
び／または同じ屋外エリアの中に存在することがある。複数のワイヤレスネットワークの
普及は、（たとえば、各ワイヤレスネットワークが同じエリアおよび／もしくは周波数帯
において動作しているので）干渉、スループットの低下を招くことがあり、ならびに／ま
たはいくつかのデバイスが通信するのを妨げることがある。したがって、ワイヤレスネッ
トワークの密度が高いときに通信するための改善されたシステム、方法、およびデバイス
が望まれる。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本発明のシステム、方法、およびデバイスは各々、いくつかの態様を有し、それ
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らのうちのいずれの単一の態様も単独では本発明の望ましい属性を担わない。以下の特許
請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなく、ここでいくつかの特徴が
簡単に論じられる。この議論を考慮した後、特に「発明を実施するための形態」と題され
るセクションを読んだ後で、本発明の特徴が、ワイヤレスネットワーク中のアクセスポイ
ントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解されるだろう
。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。一態様では、方法は、ワ
イヤレスデバイスによって、２つ以上のメディアアクセス制御プロトコルデータユニット
（ＭＰＤＵ）サブフレームを備える集約された（aggregated）ＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）
フレームを生成することと、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレ
スを備え、さらに、ここにおいて、Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム
の受信機アドレスと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくと
も１つの指示を備える、ワイヤレスデバイスによって、Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信のた
めに出力することとを含む。
【０００７】
　[0007]いくつかの態様では、１つまたは複数の肯定応答ポリシーは、Ａ－ＭＰＤＵサブ
フレームの対応する１つまたは複数の制御フィールドにおいて示される。いくつかの態様
では、１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つは、Ａ－ＭＰＤＵの受信の後
に制御応答フレームが送信されるべきであることを示す。いくつかの態様では、１つまた
は複数の肯定応答ポリシーは、Ａ－ＭＰＤＵの受信からＳＩＦＳ時間後に肯定応答が送信
されるべきであることを示す。
【０００８】
　[0008]いくつか態様では、１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つは、１
つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、「普通の肯定応答または暗黙的な
ブロック肯定応答要求」値のような特定の値に設定されるときに、制御応答フレームが送
信されるべきであることを示す。
【０００９】
　[0009]方法のいくつかの態様では、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも
１つはＡ－ＭＰＤＵデリミタフィールドを備え、Ａ－ＭＰＤＵデリミタフィールドは対応
するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答の時間遅延を示す。いくつかの態様では、時間
遅延は、Ａ－ＭＰＤＵデリミタフィールドにも含まれるバックオフ値に基づく。いくつか
の態様では、バックオフ値はＳＩＦＳ時間と定数値の少なくとも１つに基づく。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少な
くとも１つの中のフィールドにおける受信の肯定応答に対する要求を生成することを含み
、このフィールドはフレームの末尾フィールドの値と肯定応答ポリシーフィールドの値の
少なくとも１つに基づく値を備え、フィールド中の値は受信の肯定応答に対する要求のタ
イプを決定する。これらの態様のいくつかでは、受信の肯定応答は、Ａ－ＭＰＤＵの送信
からＳＩＦＳ時間以上の遅延の後に受信される。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少な
くとも１つのための受信の肯定応答に対する要求のタイプが肯定応答フレームであること
を示すように、Ａ－ＭＰＤＵフレーム中の２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なく
とも１つにおいてフレームの末尾（ＥＯＦ）フィールドの値を設定することを含む。いく
つかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの
ための受信の肯定応答に対する要求のタイプがブロック肯定応答フレームであることを示
すように、Ａ－ＭＰＤＵフレーム中の２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも
１つにおいてフレームの末尾（ＥＯＦ）フィールドの値を設定することを含む。
【００１２】
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　[0012]開示される別の態様は、ワイヤレス通信のための装置である。装置は、２つ以上
のメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）サブフレームを備える集
約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを生
成するように構成される処理システムと、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは
受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレームの受信機アドレスと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのた
めの少なくとも１つの指示を備える、Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信のために出力するため
のインターフェースとを含む。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、処理システムは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの対応する１
つまたは複数の制御フィールドにおいて１つまたは複数の肯定応答ポリシーを示すように
構成される。いくつかの態様では、１つまたは複数の肯定応答ポリシーの１つは、Ａ－Ｍ
ＰＤＵフレームの受信の後に制御応答フレームが送信されるべきであることを示す。いく
つかの態様では、肯定応答ポリシーは、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信からＳＩＦＳ時間後
に肯定応答が送信されるべきであることを示す。
【００１４】
　[0014]いくつか態様では、処理システムは、１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少な
くとも１つを、「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答要求」値のような特定
の値に設定するように構成される。いくつかの態様では、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの少なくとも１つはＡ－ＭＰＤＵデリミタフィールドを備え、処理システムは、対
応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答の時間遅延を示すように、Ａ－ＭＰＤＵデリ
ミタフィールドを設定するように構成される。
【００１５】
　[0015]いくつかの態様では、時間遅延は、Ａ－ＭＰＤＵデリミタフィールドにも含まれ
るバックオフ値に基づく。いくつかの態様では、バックオフ値はＳＩＦＳ時間と定数値の
少なくとも１つに基づく。いくつかの態様では、処理システムはさらに、２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中の受信スズフィールドの肯定応答に対する要
求を生成するように構成され、このフィールドはフレームの末尾フィールドの値と肯定応
答ポリシーフィールドの値の少なくとも１つに基づく値を備え、さらに、フィールド中の
値は受信の肯定応答に対する要求のタイプを決定する。いくつかの態様では、処理システ
ムはさらに、Ａ－ＭＰＤＵの送信からＳＩＦＳ時間以上の遅延の後に受信される２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を復号するように構成さ
れる。いくつかの態様では、処理システムはさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの少なくとも１つのための受信の肯定応答に対する要求のタイプが肯定応答フレームで
あることを示すように、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つにおいて
フレームの末尾フィールドの値を設定し、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なく
とも１つのための受信された肯定応答フレームを復号するように構成される。いくつかの
態様では、処理システムはさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１
つのための受信の肯定応答に対する要求のタイプがブロック肯定応答フレームであること
を示すように、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つにおいてフレーム
の末尾フィールドの値を設定し、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つ
のための受信されたブロック肯定応答フレームを復号するように構成される。
【００１６】
　[0016]開示される別の態様は、アクセスポイントである。アクセスポイントは、少なく
とも１つのアンテナと、２つ以上のメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ｍ
ＰＤＵ）サブフレームを備える集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニッ
ト（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを生成するように構成される処理システムと、ここにおいて
、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、Ａ－Ｍ
ＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの受信機アドレスと関連付けられる１つま
たは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備える、少なくとも１つの
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アンテナを使用してＡ－ＭＰＤＵフレームを送信するように構成される送信機とを含む。
【００１７】
　[0017]開示される別の態様は、装置である。装置は、２つのメディアアクセス制御プロ
トコルデータユニット（ＭＰＤＵ）サブフレームを備える集約されたメディアアクセス制
御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを生成するための手段と、ここに
おいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、
Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの受信機アドレスと関連付けられる
１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備える、Ａ－ＭＰＤ
Ｕフレームを送信するための手段とを含む。
【００１８】
　[0018]いくつかの態様では、２つ以上のメディアアクセス制御プロトコルデータユニッ
ト（ＭＰＤＵ）サブフレームを生成するための手段は、処理システムである。いくつかの
態様では、２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－
ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するための手段は、処理シ
ステムである。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するための手段は送信
機である。
【００１９】
　[0019]いくつかの態様では、２つ以上のＭＰＤＵサブフレームを生成するための手段は
、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの対応する１つまたは複数の制御フィールドにおいて１つま
たは複数の肯定応答ポリシーを示すように構成される。いくつかの態様では、１つまたは
複数の肯定応答ポリシーの１つは、Ａ－ＭＰＤＵの受信の後に制御応答フレームが送信さ
れるべきであることを示す。いくつかの態様では、肯定応答ポリシーは、Ａ－ＭＰＤＵの
受信からＳＩＦＳ時間後に肯定応答が送信されるべきであることを示す。いくつかの態様
では、２つ以上のＭＰＤＵサブフレームを生成するための手段は、１つまたは複数の肯定
応答ポリシーの少なくとも１つを、「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答要
求」値のような特定の値に設定するように構成される。いくつかの態様では、２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つはＡ－ＭＰＤＵデリミタフィールドを備え、
２つ以上のＭＰＤＵサブフレームを生成するための手段は、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの肯定応答の時間遅延を示すように、Ａ－ＭＰＤＵデリミタフィールドを設定する
ように構成される。いくつかの態様では、時間遅延は、Ａ－ＭＰＤＵデリミタフィールド
に含まれるバックオフ値に基づく。いくつかの態様では、バックオフ値はＳＩＦＳ時間と
定数値の少なくとも１つに基づく。いくつかの態様では、装置が２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するための手段も含むは、２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のフィールドにおける受信の肯定応答に
対する要求を生成することを備え、このフィールドはフレームの末尾フィールドの値と肯
定応答ポリシーフィールドの値の少なくとも１つに基づく値を備え、さらにフィールド中
の値は受信の肯定応答に対する要求のタイプを決定する。
【００２０】
　[0020]いくつかの態様では、装置はさらに、Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレー
ム間空間時間以上の遅延の後に受信される２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なく
とも１つの受信の肯定応答を復号するための手段を含む。いくつかの態様では、装置はま
た、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのフレームの末尾（ＥＯＦ）フィールドが０であるときに
、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの１つに対するブロック肯定応答フレームを復号するための
手段を含む。いくつかの態様では、装置はまた、１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームのフレ
ームの末尾（ＥＯＦ）フィールドが設定されるときに、１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
に対する肯定応答フレームを復号するための手段を含む。
【００２１】
　[0021]開示される別の態様は、実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させ
る命令が符号化された、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であ
り、前記方法は、
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　[0022]２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－Ｍ
ＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することと、ここにおいて、
各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらにＡ－ＭＰＤＵは各Ａ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの受信機アドレスと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシー
のための少なくとも１つの指示を備える、Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信することとを備え
る。
【００２２】
　[0023]開示される別の態様は、ワイヤレス通信の方法である。方法は、ワイヤレスデバ
イスによって、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤ
Ｕ）フレームを受信することと、ワイヤレスデバイスによって、受信されたＡ－ＭＰＤＵ
フレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号することと、装置によって、２つ
以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号することと、受
信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つ
が２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する復号された受信機アドレスに基づ
いて装置に宛てられると決定することとを含む。
【００２３】
　[0024]いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々
の対応する少なくとも１つのフィールドにおいて各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの受信機ア
ドレスと関連付けられる少なくとも１つの指示に基づいて、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレ
ームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する１つまたは複数の肯定応答
ポリシーを復号することを含む。いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの各々のフィールドが特定の値に設定される場合、フィールドの特定の
値に基づいてフレームを生成することと、フレームを送信のために出力することとを含む
。いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも
１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号することを含み、フレームの末尾フィ
ールド中の値が１である場合、送信のために生成され出力されるフレームは肯定応答フレ
ームである。いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの
少なくとも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号することを含み、フレーム
の末尾フィールド中の値が０である場合、送信のために生成され出力されるフレームはブ
ロック肯定応答肯定応答フレームである。いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復
号することと、この値は２つ以上のＡ－ＭＤＰＵサブフレームの各々に対応する１つまた
は複数の肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを示す、フレー
ムの末尾フィールド中の復号された値が１である場合、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレ
ームの少なくとも１つの受信に肯定応答する肯定応答フレームを生成することと、肯定応
答フレームを送信のために出力することとを含む。
【００２４】
　[0025]いくつかの態様では、方法はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少な
くとも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号することと、この値は２つ以上
のＡ－ＭＤＰＵサブフレームの各々に対応する１つまたは複数の肯定応答ポリシーのため
の受信の肯定応答に対する要求のタイプを示す、フレームの末尾フィールド中の復号され
た値が０である場合、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信を肯
定応答するブロック肯定応答フレームを生成することと、ブロック肯定応答フレームを送
信のために出力することとを含む。いくつかの態様では、方法はさらに、２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のメディアアクセス制御プロトコルデータユ
ニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号することと、デリミタフィールドに記憶さ
れている値から、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームを送信のため出力す
るまでに経過することになる時間遅延を決定することと、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの各々に対応する復号された肯定応答ポリシーに基づいて、その時間遅延が経過し
た後で肯定応答フレームを送信のために出力することとを含む。いくつかの態様では、方
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法はさらに、ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値がバックオフ値である場合
、または、ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されているバックオフ値が短フレーム間空
間時間と定数値の少なくとも１つに基づく場合を含む。いくつかの態様では、方法は、２
つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を生成することを
備えることと、２つ以上のＡ－ＭＤＰＵサブフレームの各々に対応する復号された１つま
たは複数の肯定応答ポリシーに基づいて、Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短い時間間フ
レーム空間時間以上の遅延の後に、受信の肯定応答を送信のために出力することとを含む
。いくつかの態様では、方法はさらに、装置によって、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレ
ームの各々のソース送信機アドレスを示すために、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
の各々の送信機アドレスフィールドを設定することを備える。
【００２５】
　[0026]開示される別の態様は、ワイヤレス通信のための装置である。装置は、集約され
たメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）フレームを受信するよう
に構成される受信機と、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームを復号し、各々の２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームに対応する受信機アドレ
スを復号し、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する復号された受信機アド
レスに基づいて、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの少なくとも１つが装置に宛てられると決定するように構成される処理システムとを含
む。装置のいくつかの態様では、処理システムはさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの各々の対応する少なくとも１つのフィールドの中の各Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム
の受信機アドレスと関連付けられる少なくとも１つの指示に基づいて装置に宛てられる、
受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する
肯定応答ポリシー肯定応答ポリシーを復号するように構成される。
【００２６】
　[0027]装置のいくつかの態様はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の少
なくとも１つのフィールドが特定の値に設定される場合に、フレームを生成し、フレーム
を送信のために出力することようにさらに構成される、処理システムを含む。
【００２７】
　[0028]いくつかの態様では、処理システムはさらに、装置に宛てられる受信されたＡ－
ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のフレー
ムの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、処理システムはさらに、フレーム
の末尾フィールド中の値が１である場合、フィールドの特定の値に基づいて、フレームを
送信のために肯定応答フレームとして生成するように構成される。いくつかの態様では、
処理システムはさらに、装置に宛てられる受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復
号するように構成され、処理システムはさらに、フレームの末尾フィールド中の値が０で
ある場合、フレームを送信のためにブロック肯定応答フレームとして生成するように構成
される。いくつかの態様では、処理システムはさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレ
ームの少なくとも１つの中の少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中
の値を復号するように構成され、この値は２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の
肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを示す、さらに、フレー
ムの末尾フィールド中の復号された値が１である場合、送信のために肯定応答フレームを
生成するように構成される。いくつかの態様では、処理システムはさらに、２つ以上のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中の少なくとも１つのフィールドのフレーム
の末尾フィールド中の値を復号するように構成され、この値は２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの各々の肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを示
し、さらに、フレームの末尾フィールド中の復号された値が０である場合、送信のために
ブロック肯定応答フレームを生成するように構成される。いくつかの態様では、処理シス
テムはさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のメディアア
クセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号し、デリミ
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タフィールドに記憶されている値から、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレー
ムの送信までに経過することになる時間遅延を決定し、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレ
ームの各々の復号された肯定応答ポリシーに基づいて、その時間遅延が経過した後で肯定
応答フレームを送信のために生成するように構成される。いくつかの態様では、ＭＰＤＵ
デリミタフィールドに記憶されている値はバックオフ値である。いくつかの態様では、Ｍ
ＰＤＵデリミタフィールドに記憶されているバックオフ値は、短フレーム間空間時間と定
数値の少なくとも１つに基づく。いくつかの態様では、処理システムはさらに、２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する復号された１つまたは複数の肯定応答ポリ
シーに基づいて、Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後
で装置に宛てられる、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの少なくとも１つの受信の肯定応答を送信のために生成するように構成される。い
くつかの態様では、処理システムはさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々
のソース送信機アドレスを示すように、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送
信機アドレスフィールドを設定するように構成される。
【００２８】
　[0029]開示される別の態様は、ワイヤレス通信のための局である。局は、少なくとも１
つのアンテナと、アンテナを介して集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユ
ニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを受信するように構成される受信機と、受信されたＡ－
ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号し、２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号し、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの各々に対する復号された受信機アドレスに基づいて、受信されたＡ－ＭＰＤ
Ｕフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが装置に宛てられる
と決定するように構成される処理システムとを含む。
【００２９】
　[0030]開示される別の態様は、ワイヤレス通信のための装置である。装置は、集約され
たメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）フレームを受信するため
の手段と、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復
号するための手段と、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アド
レスを復号するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置はまた、２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する復号された受信機アドレスに基づいて、２つのＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの１つが装置に宛てられると決定するための手段を含む。
【００３０】
　[0031]装置のいくつかの態様は、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応す
る少なくとも１つのフィールドの中の各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの受信機アドレスと関
連付けられる少なくとも１つの指示に基づいて、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの
各々に対する肯定応答ポリシーを復号するための手段を含む。
【００３１】
　[0032]装置のいくつかの態様はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の少
なくとも１つのフィールドが特定の値に設定される場合に、少なくとも１つのフィールド
の特定の値に基づいてフレームを生成するための手段と、フレームを送信するための手段
とを含む。いくつかの態様では、復号するための手段はさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームの少なくとも１つの中の少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィ
ールド中の値を復号するように構成され、送信するための手段はさらに、フレームの末尾
フィールド中の値が１である場合、肯定応答フレームをフレームとして送信するように構
成される。いくつかの態様では、復号するための手段はさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームの少なくとも１つの中の少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィ
ールドにおいて設定される値を復号するように構成され、送信するための手段はさらに、
フレームの末尾フィールド中の値が０である場合、ブロック肯定応答フレームをフレーム
として送信するように構成される。
【００３２】
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　[0033]装置のいくつかの態様はさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なく
とも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するための手段と、この値は２つ
以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対
する要求のタイプを示す、フレームの末尾フィールド中の値が１である場合、２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つのための肯定応答フレームを生成するための
手段と、肯定応答フレームを送信するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置は
また、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のフレームの末尾フィ
ールド中の値を復号するための手段と、この値は２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの
各々の肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを示す、フレーム
の末尾フィールド中の値が０である場合、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なく
とも１つのためのブロック肯定応答フレームを生成するための手段と、ブロック肯定応答
フレームを送信するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置はまた、２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のメディアアクセス制御プロトコルユニ
ット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号するための手段と、デリミタフィールドに記
憶されている値から、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームの送信までに経
過することになる時間遅延を決定するための手段と、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの各々の復号された肯定応答ポリシーに基づいて、その時間遅延が経過した後で肯定応
答フレームを送信するための手段とを含む。いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィ
ールド中の値はバックオフ値である。いくつかの態様では、短フレーム間空間時間と定数
値の少なくとも１つに基づく、ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されているバックオフ
値。
【００３３】
　[0034]いくつかの態様では、装置はまた、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少な
くとも１つの受信の肯定応答を生成するための手段と、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレ
ームの少なくとも１つに対する肯定応答ポリシーがブロック肯定応答ポリシーを示す場合
、Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後で、受信の肯定
応答を送信するための手段とを含む。
【００３４】
　[0035]いくつかの態様では、受信するための手段は受信機である。いくつかの態様では
、２つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号するための手段は処理システムである。いくつ
かの態様では、２つの異なる受信機アドレスを復号するための手段は処理システムである
。いくつかの態様では、決定するための手段は処理システムである。いくつかの態様では
、１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答ポリシーを復号するための手段は処理シス
テムである。いくつかの態様では、肯定応答ポリシーが特定の値に設定される場合に制御
フレームを送信するための手段は送信機である。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブ
フレーム中のフレームの末尾フィールドを復号するための手段は処理システムである。い
くつかの態様では、制御フレームを送信するための時間遅延を決定するための手段は処理
システムである。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのための肯定応答に対
する要求を受信するための手段は受信機である。
【００３５】
　[0036]いくつかの態様では、装置はさらに、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各
々のソース送信機アドレスを示すように、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の
送信機アドレスフィールドを設定するための手段を含む。
【００３６】
　[0037]開示される別の態様は、実行されると装置にワイヤレス通信の方法を実行させる
命令が符号化された、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であり
、前記方法は、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）
フレームを受信することと、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームを復号することと、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する
受信機アドレスを復号することとを含む。
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【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】[0038]本開示の態様が利用され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図２Ａ】[0039]複数のワイヤレス通信ネットワークが存在するワイヤレス通信システム
を示す図。
【図２Ｂ】[0040]複数のワイヤレス通信ネットワークが存在する別のワイヤレス通信シス
テムを示す図。
【図３】[0041]図１、図２Ａ、および図２Ｂのワイヤレス通信システム内で利用され得る
周波数多重化技法を示す図。
【図４】[0042]図１、図２Ａ、図２Ｂ、および図３のワイヤレス通信システム内で利用さ
れ得る例示的なワイヤレスデバイスの機能ブロック図。
【図５Ａ】[0043]図１、図２Ａ、図２Ｂ、および図３のワイヤレス通信システム中の３つ
の局へアクセスポイントによって送信される複数のメッセージを示す図。
【図５Ｂ】[0044]図１、図２Ａ、図２Ｂ、および図３のワイヤレス通信システム中の３つ
の局へアクセスポイントによって送信される単一のＡ－ＭＰＤＵを示す図。
【図６】[0045]メディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）サブフレー
ムの例示的な構造を示す図。
【図７】[0046]サービス品質（ＱｏＳ）制御（ｑｃ）フィールドの例示的な構造を示す図
。
【図８】[0047]集約されたＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームの例示的な構造を示す図。
【図９Ａ】[0048]ＭＰＤＵデリミタフィールドのある実施形態を示す図。
【図９Ｂ】[0049]ＭＰＤＵデリミタフィールドの代替的な実施形態を示す図。
【図９Ｃ】[0050]３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含むＡ－ＭＰＤＵフレームを示す図
。
【図９Ｄ】[0051]アクセスポイントと３つの局との間の例示的なワイヤレス通信を示す図
。
【図９Ｅ】[0052]３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含むＡ－ＭＰＤＵフレームのある実
施形態を示す図。
【図９Ｆ】[0053]アクセスポイントと３つの局との間の例示的なワイヤレス通信を示す図
。
【図１０Ａ】[0054]Ａ－ＭＰＤＵのある実施形態を示す図。
【図１０Ｂ】[0055]アクセスポイントと３つの局との間の例示的なワイヤレス通信を示す
図。
【図１０Ｃ】[0056]Ａ－ＭＰＤＵのある実施形態を示す図。
【図１０Ｄ】[0057]アクセスポイントと３つの局との間の例示的なワイヤレス通信を示す
図。
【図１１Ａ】[0058]ワイヤレス通信の１つの例示的な方法のフローチャート。
【図１１Ｂ】[0059]ワイヤレス通信システム内で利用され得る例示的なワイヤレスデバイ
スの機能ブロック図。
【図１２Ａ】[0060]ワイヤレス通信の１つの例示的な方法のフローチャート。
【図１２Ｂ】[0061]ワイヤレス通信システム内で利用され得る例示的なワイヤレスデバイ
スの機能ブロック図。
【図１３Ａ】[0062]ワイヤレス通信の１つの例示的な方法のフローチャート。
【図１３Ｂ】[0063]ワイヤレス通信システム内で利用され得る例示的なワイヤレスデバイ
スの機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　[0064]添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が以下
でより完全に説明される。しかしながら、本開示教示は、多くの異なる形態で具現化され
得るものであり、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定さ
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れるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的で完全な
ものとなり、本開示の範囲を当業者に完全に伝えるように、与えられる。本明細書の教示
に基づいて、本開示の範囲は、本発明の他の態様とは独立に実装されるか、本発明の他の
態様と組み合わせて実装されるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシステム、
装置、および方法のあらゆる態様を包含するものであることを、当業者は理解されたい。
たとえば、本明細書に記載される任意の数の態様を使用して、装置が実装されてよく、ま
たは方法が実践されてよい。加えて、本発明の範囲は、本明細書で述べられる本発明の様
々な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造および機能を使用し
て実施されるような装置または方法を包含することが意図される。本明細書で開示される
いずれの態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理解され
たい。
【００３９】
　[0065]本明細書では特定の態様が説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換
が本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点が述べられるが、本
開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されることは意図されない。むしろ
、本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プ
ロトコルに広く適用可能であることが意図され、それらのいくつかが例として、図におい
て、および好適な態様の以下の説明において示される。発明を実施するための形態および
図面は、限定的なものではなく本開示を例示するものにすぎず、本開示の範囲は、添付の
特許請求の範囲およびその均等物によって規定される。
【００４０】
　[0066]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されているネット
ワーキングプロトコルを利用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され
得る。本明細書で説明される様々な態様は、ワイヤレスプロトコルのような任意の通信規
格に適用され得る。
【００４１】
　[0067]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、
直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spectrum）通信、
ＯＦＤＭ通信とＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、高効率８０２．１
１プロトコルに従って送信され得る。高効率８０２．１１プロトコルの実装形態は、イン
ターネットアクセス、センサ、計測、スマートグリッドネットワーク、または他のワイヤ
レス適用例のために使用され得る。有利なことに、本明細書で開示される技法を使用する
高効率８０２．１１プロトコルを実装しているいくつかのデバイスの態様は、同じエリア
におけるピアツーピアサービス（たとえば、Ｍｉｒａｃａｓｔ、Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃ
ｔ（登録商標）　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、Ｓｏｃｉａｌ　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）など）の増
大を可能にすること、ユーザ当たりの最小スループットの要件の増大をサポートすること
、より多くのユーザをサポートすること、改善された屋外カバレッジとロバスト性とをも
たらすこと、および／または他のワイヤレスプロトコルを実装しているデバイスよりも少
ない電力を消費することを含み得る。
【００４２】
　[0068]いくつかの実施態様では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
コンポーネントである様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すな
わちアクセスポイント（「ＡＰ」）と（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアント
とがあり得る。一般に、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として機能することが
でき、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして機能する。たとえば、ＳＴＡはラップトップコン
ピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話などであり得る。一例では、ＳＴＡは、Ｗ
ｉＦｉ（登録商標）（たとえばＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンク
を介してＡＰに接続して、インターネットまたは他の広域ネットワークへの一般的な接続
性を得る。いくつかの実装態様では、ＳＴＡは、ＡＰとしても使用され得る。
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【００４３】
　[0069]開示される別の態様は、ワイヤレス通信のためのワイヤレスノードである。ワイ
ヤレスノードは、アンテナと、１つまたは複数のデバイスが装置と通信することを許可さ
れる時間枠の開始時間を示すメッセージを生成するように構成された処理システムと、開
始時間は絶対的な時間基準に基づく、アンテナを使用して生成されたメッセージを送信す
るように構成された送信機とを含む。
【００４４】
　[0070]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ＮｏｄｅＢ、無線ネットワークコントロ
ーラ（「ＲＮＣ」）、ｅＮｏｄｅＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、トランシーバ
基地局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルー
タ、無線トランシーバ、もしくは何らかの他の用語を備え、それらのいずれかとして実装
され、またはそれらのいずれかとして知られ得る。
【００４５】
　[0071]局「ＳＴＡ」は、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット、移動
局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器
、もしくは何らかの他の用語を備え、それらのいずれかとして実装され、またはそれらの
いずれかとして知られ得る。いくつかの実装形態では、アクセス端末は、携帯電話、コー
ドレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカルループ（Ｗ
ＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス
、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な処理デバイスを備え得る。し
たがって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、携帯電話も
しくはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デ
バイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、携帯データ
端末）、エンターテインメントデバイス（たとえば、音楽デバイスもしくはビデオデバイ
ス、もしくは衛星ラジオ）、ゲームデバイスもしくはゲームシステム、全地球測位システ
ムデバイス、または、ワイヤレス媒体を介して通信するために構成された任意の他の適切
なデバイスに組み込まれ得る。
【００４６】
　[0072]上で論じられたように、本明細書で説明されるデバイスのいくつかは、たとえば
、高効率８０２．１１規格を実装し得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使用され
るか、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわらず、スマー
トメータリングに、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのよ
うなデバイスは、センサへの適用例を提供することができ、またはホームオートメーショ
ンにおいて使用され得る。デバイスは、代わりにまたは加えて、たとえば個人の健康管理
のために健康管理の状況において使用され得る。それらはまた、（たとえばホットスポッ
トとともに使用するための）広範囲のインターネット接続を可能にするために、または機
械間通信を実装するために、監視に使用され得る。様々なシステム、方法、および装置が
、たとえば、高効率８０２．１１規格に関して本明細書において説明されるが、本開示は
、たとえば８０２．１１ａｈのような他のワイヤレス通信規格に適用可能であることを、
当業者は理解するであろう。
【００４７】
　[0073]図１は、本開示の態様が利用され得る例示的なワイヤレス通信システム１００を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば高効率８０２．１１
規格に従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６（全般にＳＴ
Ａ１０６Ａ～１０６Ｄを指す）と通信するＡＰ１０４を含み得る。
【００４８】
　[0074]ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間のワイヤレス通信システム１００における送信
のために、様々な処理および方法が使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤ
ＭＡ技術に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。この場
合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。代替
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的に、信号は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６
との間で送信および受信され得る。この場合、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭＡ
システムと呼ばれ得る。
【００４９】
　[0075]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６の１つまたは複数への送信を支援する通信リンクは
ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６の１つまたは複数から
ＡＰ１０４への送信を支援する通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれること
がある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれる
ことがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれることが
ある。
【００５０】
　[0076]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレッジを提供することができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４と関連
付けられ、通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセッ
ト（ＢＳＳ）と呼ばれ得る。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有しな
いことがあり、むしろＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能し得ること
に留意されたい。したがって、本明細書で説明されるＡＰ１０４の機能は、代替的に、Ｓ
ＴＡ１０６の１つまたは複数によって実行され得る。
【００５１】
　[0077]いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に通信を送信し、および／ま
たはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４と接続することが必要とされ得る
。一態様では、接続するための情報は、ＡＰ１０４によるブロードキャストに含まれる。
そのようなブロードキャストを受信するために、ＳＴＡ１０６は、たとえば、カバレッジ
領域にわたって広範なカバレッジ探索を実行することができる。探索はまた、ＳＴＡ１０
６によって、たとえば、灯台方式でカバレッジ領域をスイープすることによって実行され
得る。接続するための情報を受信した後、ＳＴＡ１０６は、接続調査または要求のような
基準信号をＡＰ１０４に送信することができる。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、た
とえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）のようなより大きいネットワ
ークと通信するために、バックホールサービスを使用することができる。
【００５２】
　[0078]一実施形態では、ＡＰ１０４は、ＡＰ高効率ワイヤレスコンポーネント（ＨＥＷ
Ｃ）１５４を含む。ＡＰ　ＨＥＷＣ１５４は、高効率８０２．１１プロトコルを使用して
ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の通信を可能にする、本明細書で説明される動作の一部
またはすべてを実行することができる。ＡＰ　ＨＥＷＣ１５４の機能は、図２Ｂ、図３、
図４、および図５～図１１に関して以下でより詳細に説明される。
【００５３】
　[0079]代替的に、または加えて、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ　ＨＥＷＣ１５６を含み得る
。ＳＴＡ　ＨＥＷＣ１５６は、高周波８０２．１１プロトコルを使用して、ＳＴＡ１０６
とＡＰ１０４との間の通信を可能にするために、本明細書で説明される動作の一部または
すべてを実行することができる。ＳＴＡ　ＨＥＷＣ１５６の機能は、図２Ｂ、図３、図４
、および図５～図１１に関して以下でより詳細に説明される。
【００５４】
　[0080]ある状況では、ＢＳＡは他のＢＳＡの近くに位置し得る。たとえば、図２Ａは、
複数のワイヤレス通信ネットワークが存在するワイヤレス通信システム２００を示す。図
２Ａに示されるように、ＢＳＡ２０２Ａ、２０２Ｂ、および２０２Ｃは物理的に互いに近
くに位置し得る。ＢＳＡ２０２Ａ～２０２Ｃが近接しているにもかかわらず、ＡＰ２０４
Ａ～２０４Ｃおよび／またはＳＴＡ２０６Ａ～２０６Ｈは各々、同じ周波数帯を使用して
通信し得る。したがって、ＢＳＡ２０２Ｃ中のデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ｃ）がデ
ータを送信している場合、ＢＳＡ２０２Ｃの外部のデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ａ～
２０４ＢまたはＳＴＡ２０６Ａ～２０６Ｆ）は、媒体上で通信を感知し得る。
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【００５５】
　[0081]一般に、通常の８０２．１１プロトコル（たとえば、８０２．１１ａ、８０２．
１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎなど）を使用するワイヤレスネットワークは、
媒体アクセスのための搬送波感知多元接続（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access
）機構のもとで動作する。ＣＳＭＡによれば、デバイスは、媒体を感知し、媒体がアイド
ル状態であると感知されたときのみ送信する。したがって、ＡＰ２０４Ａ～２０４Ｃおよ
び／またはＳＴＡ２０６Ａ～２０６Ｈが、ＣＳＭＡ機構に従って動作しており、ＢＳＡ２
０２Ｃ中のデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ｃ）がデータを送信している場合、ＢＳＡ２
０２Ｃの外部のＡＰ２０４Ａ～２０４Ｂおよび／またはＳＴＡ２０６Ａ～２０６Ｆは、異
なるＢＳＡの一部であるにもかかわらず、媒体上で送信しないことがある。
【００５６】
　[0082]図２Ａは、そのような状況を示す。図２Ａに示されるように、ＡＰ２０４Ｃは媒
体を介して送信している。送信は、ＡＰ２０４Ｃと同じＢＳＡ２０２Ｃ中のＳＴＡ２０６
Ｇによって、またＡＰ２０４Ｃとは異なるＢＳＡ中のＳＴＡ２０６Ａによって感知される
。送信は、ＳＴＡ　２０６Ｇおよび／またはＢＳＡ２０２Ｃ中のＳＴＡのみに宛てられ得
るが、それでも、ＳＴＡ２０６Ａは、ＡＰ２０４Ｃ（および任意の他のデバイス）が媒体
上で送信しなくなるまで、（たとえば、ＡＰ２０４Ａとの間で）通信を送信または受信す
ることが可能ではないことがある。図示されないが、同じことが、（たとえば、ＡＰ２０
４Ｃによる送信がより強いので、他のＳＴＡが媒体上の送信を感知することができる場合
）ＢＳＡ２０２Ｂ中のＳＴＡ２０６Ｄ～２０６Ｆ、および／または、ＢＳＡ２０２Ａ中の
ＳＴＡ２０６Ｂ～２０６Ｃにも同様に当てはまり得る。
【００５７】
　[0083]そうすると、ＣＳＭＡ機構の使用は、ＢＳＡの外にあるいくつかのＡＰまたはＳ
ＴＡが、ＢＳＡ中のＡＰまたはＳＴＡによって行われた送信に干渉せずにデータを送信す
ることが可能であり得るので、非効率性をもたらす。アクティブなワイヤレスデバイスの
数が増加し続ける中、非効率性は、ネットワークレイテンシとスループットとに著しい影
響を与え始め得る。たとえば、著しいネットワークレイテンシの問題は、各住戸がアクセ
スポイントと関連する局とを含み得る集合住宅において現れ得る。実際に、各住戸は、居
住者がワイヤレスルータ、ワイヤレスメディアセンター機能を有するビデオゲームコンソ
ール、ワイヤレスメディアセンター機能を有するテレビ、パーソナルホットスポットのよ
うに働き得る携帯電話などを所有し得るので、複数のアクセスポイントを含み得る。その
場合、レイテンシおよびスループットの問題と全体的なユーザの不満とを回避するために
、ＣＳＭＡ機構の非効率性を是正することが不可欠であり得る。
【００５８】
　[0084]そのようなレイテンシおよびスループットの問題は、住宅地に限らない可能性が
ある。たとえば、複数のアクセスポイントが、空港、地下鉄の駅、および／または他の人
口密度の高い公共空間に位置し得る。現在、これらの公共空間ではＷｉＦｉアクセスが、
有料ではあるが提供されていることがある。ＣＳＭＡ機構によってもたらされる非効率性
が是正されない場合、料金およびより低いサービス品質が利点を上回り始める可能性があ
るので、ワイヤレスネットワークの事業者は、顧客を失う可能性がある。
【００５９】
　[0085]したがって、本明細書で説明される高効率８０２．１１プロトコルは、これらの
非効率性を最小限にしてネットワークスループットを増大させる修正された機構のもとで
、デバイスが動作することを可能にし得る。そのような機構が、図２Ｂ、図３、および図
４に関して以下で説明される。高効率８０２．１１プロトコルの追加の態様が、図５～図
１１に関して以下で説明される。
【００６０】
　[0086]図２Ｂは、複数のワイヤレス通信ネットワークが存在する、ワイヤレス通信シス
テム２５０を示す。図２Ａのワイヤレス通信システム２００とは異なり、ワイヤレス通信
システム２５０は、本明細書で論じられる高効率８０２．１１規格に従って動作し得る。



(24) JP 2016-533675 A 2016.10.27

10

20

30

40

50

ワイヤレス通信システム２５０は、ＡＰ２５４Ａと、ＡＰ２５４Ｂと、ＡＰ２５４Ｃとを
含み得る。ＡＰ２５４Ａは、ＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｃと通信することができ、ＡＰ２５
４Ｂは、ＳＴＡ２５６Ｄ～２５６Ｆと通信することができ、ＡＰ２５４Ｃは、ＳＴＡ２５
６Ｇ～２５６Ｈと通信することができる。
【００６１】
　[0087]様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ２５４Ａ～２５４ＣとＳＴＡ２５６Ａ～２５
６Ｈとの間の、ワイヤレス通信システム２５０における送信のために使用され得る。たと
えば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技法またはＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ２５４Ａ～
２５４ＣとＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｈとの間で送信および受信され得る。
【００６２】
　[0088]ＡＰ２５４Ａは、基地局として働き、ＢＳＡ２５２Ａ中でワイヤレス通信カバレ
ッジを提供し得る。ＡＰ２５４Ｂは、基地局として働き、ＢＳＡ２５２Ｂ中でワイヤレス
通信カバレッジを提供し得る。ＡＰ２５４Ｃは、基地局として働き、ＢＳＡ２５２Ｃ中で
ワイヤレス通信カバレッジを提供し得る。各ＢＳＡ２５２Ａ、２５２Ｂ、および／または
２５２Ｃは、中央ＡＰ２５４Ａ、２５４Ｂ、または２５４Ｃを有していないことがあり、
むしろ、ＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｈの１つまたは複数の間のピアツーピア通信を可能にし
得ることに留意されたい。したがって、本明細書で説明されるＡＰ２５４Ａ～２５４Ｃの
機能は、ＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｈの１つまたは複数によって代替的に実行され得る。
【００６３】
　[0089]ある実施形態では、ＡＰ２５４Ａ～２５４Ｃおよび／またはＳＴＡ２５６Ａ～２
５６Ｈは、高効率ワイヤレスコンポーネントを含む。本明細書で説明されるように、高効
率ワイヤレスコンポーネントは、高効率８０２．１１プロトコルを使用して、ＡＰとＳＴ
Ａとの間の通信を可能にし得る。具体的には、高効率ワイヤレスコンポーネントは、ＡＰ
２５４Ａ～２５４Ｃおよび／またはＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｈが、ＣＳＭＡ機構の非効率
性を最小限にする（たとえば、干渉が生じることがない状況において、媒体を通じた同時
通信を可能にする）、修正された機構を使用することを可能にし得る。高効率ワイヤレス
コンポーネントが、図４に関して以下でより詳細に説明される。
【００６４】
　[0090]図２Ｂに示されるように、ＢＳＡ２５２Ａ～２５２Ｃは、物理的に互いの近くに
配置される。たとえば、ＡＰ２５４ＡおよびＳＴＡ２５６Ｂが互いに通信しているとき、
その通信は、ＢＳＡ２５２Ｂ～２５２Ｃ中の他のデバイスによって感知され得る。しかし
ながら、その通信は、ＳＴＡ２５６Ｆおよび／またはＳＴＡ２５６Ｇのような、いくつか
のデバイスにのみ干渉し得る。ＣＳＭＡ下では、そのような通信がＡＰ２５４ＡとＳＴＡ
２５６Ｂとの間の通信に干渉しなくても、ＡＰ２５４Ｂは、ＳＴＡ２５６Ｅと通信するこ
とを許されない。したがって、高効率８０２．１１プロトコルは、同時に通信することが
できるデバイスと同時に通信することができないデバイスとを区別する、修正された機構
のもとで動作する。デバイスのそのような分類は、ＡＰ２５４Ａ～２５４Ｃおよび／また
はＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｈ中の高効率ワイヤレスコンポーネントによって実行され得る
。
【００６５】
　[0091]ある実施形態では、デバイスが他のデバイスと同時に通信することができるかど
うかの決定は、デバイスの位置に基づく。たとえば、ＢＳＡの端の近くに位置するＳＴＡ
は、ＳＴＡが他のデバイスと同時に通信することができないような状態または条件にあり
得る。図２Ｂに示されるように、ＳＴＡ２０６Ａ、２０６Ｆ、および２０６Ｇは、それら
が他のデバイスと同時に通信することができない状態または条件にあるデバイスであり得
る。同様に、ＢＳＡの中心の近くに位置するＳＴＡは、ＳＴＡが他のデバイスと通信する
ことができるような局または条件にあり得る。図２に示されるように、ＳＴＡ２０６Ｂ、
２０６Ｃ、２０６Ｄ、２０６Ｅ、および２０６Ｈは、それらが他のデバイスと同時に通信
することができる状態または条件にあるデバイスであり得る。デバイスの分類は、永続的
ではないことに留意されたい。デバイスは、それらが同時に通信することができるような
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状態または条件と、それらが同時に通信することができないような状態または条件との間
を遷移し得る（たとえば、デバイスは、動いているとき、新しいＡＰに接続するとき、接
続解除するときなどに、状態または条件を変化させ得る）。
【００６６】
　[0092]さらに、デバイスは、それらが他のデバイスと同時に通信する状態または条件に
あるデバイスであるか、またはそうではないデバイスであるかに基づいて、異なるように
動作するように構成され得る。たとえば、同時に通信することができるような状態または
条件にあるデバイスは、同じ周波数帯内で通信することができる。しかしながら、同時に
通信することができないような状態または条件にあるデバイスは、媒体を通じて通信する
ために、空間多重化または周波数領域多重化のようないくつかの技法を利用し得る。デバ
イスの挙動の制御は、ＡＰ２５４Ａ～２５４Ｃおよび／またはＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｈ
の中の高効率ワイヤレスコンポーネントによって実行され得る。
【００６７】
　[0093]一実施形態では、同時に通信することができないような状態または条件にあるデ
バイスは、媒体を通じて通信するために、空間多重化技法を使用する。たとえば、別のデ
バイスによって送信されるパケットのプリアンブル内に、電力および／または他の情報が
埋め込まれ得る。デバイスが同時に通信することができないような状態または条件にある
デバイスは、媒体上でパケットが感知されたときにプリアンブルを分析し、規則のセット
に基づいて送信すべきかどうかを決定することができる。
【００６８】
　[0094]別の実施形態では、同時に通信することができないような状態または条件にある
デバイスは、媒体を通じて通信するために、周波数領域多重化技法を使用する。図３は、
図１のワイヤレス通信システム１００および図２Ｂのワイヤレス通信システム２５０内で
利用され得る周波数多重化技法を示す。図３に示されるように、ワイヤレス通信システム
３００内に、ＡＰ３０４Ａ、３０４Ｂ、３０４Ｃ、および３０４Ｄが存在し得る。ＡＰ３
０４Ａ、３０４Ｂ、３０４Ｃ、および３０４Ｄの各々は、異なるＢＳＡと関連付けられ、
本明細書で説明される高効率ワイヤレスコンポーネントを含み得る。
【００６９】
　[0095]例として、通信媒体の帯域幅は８０ＭＨｚであり得る。通常の８０２．１１プロ
トコルのもとでは、ＡＰ３０４Ａ、３０４Ｂ、３０４Ｃ、および３０４Ｄの各々ならびに
各々のそれぞれのＡＰと関連付けられたＳＴＡは、帯域幅全体を使用して通信することを
試み、これはスループットを低減し得る。しかしながら、周波数領域多重化を使用する高
効率８０２．１１プロトコルのもとでは、図３に示されるように、帯域幅は４つの２０Ｍ
Ｈｚのセグメント３０８、３１０、３１２、および３１４（たとえば、チャネル）に分割
され得る。ＡＰ３０４Ａはセグメント３０８と関連付けられてよく、ＡＰ３０４Ｂはセグ
メント３１０と関連付けられてよく、ＡＰ３０４Ｃはセグメント３１２と関連付けられて
よく、ＡＰ３０４Ｄはセグメント３１４と関連付けられてよい。
【００７０】
　[0096]ある実施形態では、ＡＰ３０４Ａ～３０４Ｄと、他のデバイス（たとえば、ＢＳ
Ａの中心の近くのＳＴＡ）と同時に通信できるような状態または条件にあるＳＴＡとが互
いに通信しているとき、各ＡＰ３０４Ａ～３０４Ｄ、および、これらのＳＴＡの各々は、
８０ＭＨｚの媒体の一部分または全体を使用して通信することができる。しかしながら、
ＡＰ３０４Ａ～３０４Ｄと、他のデバイス（たとえば、ＢＳＡの端の近くのＳＴＡ）と同
時に通信できないような状態または条件にあるＳＴＡとが互いに通信しているとき、ＡＰ
３０４ＡおよびそのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３０８を使用して通信し、ＡＰ３
０４ＢおよびそのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３１０を使用して通信し、ＡＰ３０
４ＣおよびそのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３１２を使用して通信し、ＡＰ３０４
ＤおよびそのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３１４を使用して通信する。セグメント
３０８、３１０、３１２、および３１４は、通信媒体の異なる部分であるので、第１のセ
グメントを使用する第１の送信は、第２のセグメントを使用する第２の送信に干渉しない
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。
【００７１】
　[0097]したがって、高効率ワイヤレスコンポーネントを含むＡＰおよび／またはＳＴＡ
は、他のデバイスと同時に通信できないような状態または条件にあるものであっても、干
渉を伴わずに他のＡＰおよびＳＴＡと同時に通信することができる。したがって、ワイヤ
レス通信ネットワーク３００のスループットは増大し得る。集合住宅または人口密度の高
い公共空間の場合、高効率ワイヤレスコンポーネントを使用するＡＰおよび／またはＳＴ
Ａは、アクティブなワイヤレスデバイスの数が増加する中でも、レイテンシの低減とネッ
トワークスループットの増大を経験し、それによってユーザ体験を改善することができる
。
【００７２】
　[0098]図４は、図１、図２Ｂおよび図３のワイヤレス通信システム１００、２５０およ
び／または３００内で利用され得るワイヤレスデバイス４０２の例示的な機能ブロック図
を示す。ワイヤレスデバイス４０２は、本明細書で説明される様々な方法を実施するよう
に構成され得るデバイスの一例である。たとえば、ワイヤレスデバイス４０２は、ＡＰ１
０４、ＳＴＡ１０６の１つ、ＡＰ２５４の１つ、ＳＴＡ２５６の１つ、および／またはＡ
Ｐ３０４の１つを備え得る。
【００７３】
　[0099]ワイヤレスデバイス４０２は、ワイヤレスデバイス４０２の動作を制御するプロ
セッサ４０４を含み得る。プロセッサ４０４は、中央処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれ得る
。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得るメ
モリ４０６は、命令とデータとをプロセッサ４０４に提供することができる。メモリ４０
６の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロセッサ
４０４は通常、メモリ４０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理演算と算術
演算とを実行する。メモリ４０６中の命令は、本明細書で説明される方法を実施するよう
に実行可能であり得る。
【００７４】
　[00100]プロセッサ４０４は、１つまたは複数のプロセッサにより実装された処理シス
テムを備え、またはそのコンポーネントであり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎
用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、状態機械、ゲート型論理、個別ハードウェアコンポーネント、専用
のハードウェア有限状態機械、または情報の計算または他の操作を実行することができる
任意の他の好適なエンティティの任意の組合せで実装され得る。
【００７５】
　[00101]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語、またはそれ以外のいずれで呼ばれるかにかかわらず、任意のタイプ
の命令を意味するものとして広範に解釈されるべきである。命令は、（たとえば、ソース
コードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、また
は任意の他の好適なコードフォーマットの）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数
のプロセッサによって実行されたとき、処理システムに、本明細書で説明される様々な機
能を実行させる。
【００７６】
　[00102]ワイヤレスデバイス４０２はまた、ワイヤレスデバイス４０２と離れた位置と
の間のデータの送信および受信を可能にするための送信機４１０および／または受信機４
１２を含み得る、筐体４０８を含み得る。送信機４１０と受信機４１２は送受信機４１４
へと組み合わされ得る。アンテナ４１６は、筐体４０８に取り付けられ、送受信機４１４
に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス４０２はまた、複数の送信機、複数の受信
機、複数の送受信機、および／または複数のアンテナを含み得る（図示されず）。
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【００７７】
　[00103]送信機４１０は、ワイヤレスデバイスが以下で説明されるように休止状態から
起動し、活動状態に入る必要があるかどうかをワイヤレスデバイスに示すように構成され
る、「ページングメッセージ」と呼ばれ得るメッセージをワイヤレスに送信するように構
成され得る。たとえば、送信機４１０は、上で論じられたプロセッサ４０４によって生成
されたページングメッセージを送信するように構成され得る。ワイヤレスデバイス４０２
がＳＴＡ１０６として実装または使用されるとき、プロセッサ４０４は、ページングメッ
セージを処理するように構成され得る。ワイヤレスデバイス４０２がＡＰ１０４として実
装または使用されるとき、プロセッサ４０４はまた、ページングメッセージを生成するよ
うに構成され得る。
【００７８】
　[00104]受信機４１２は、ページングメッセージをワイヤレスに受信するように構成さ
れ得る。ワイヤレスデバイス４０２がＳＴＡ１０６として実装または使用されるとき、送
信機４１０は、ページングメッセージに応答して、データに対する要求を送信するように
構成され得る。たとえば、ワイヤレスデバイス４０２は、図４に関して本明細書で説明さ
れるように電力節約ポール（Power-Saving Poll）（ＰＳポール）を送信するように構成
され得る。ワイヤレスデバイス４０２がＡＰ１０４として実装または使用されるとき、送
信機４１０はさらに、１つまたは複数のＳＴＡ１０６にデータを送信するように構成され
得る。ワイヤレスデバイス４０２がＳＴＡ１０６として実装または使用されるとき、送信
機４１０は、ＡＰ１０４から受信されたデータに対する肯定応答を送信するように構成さ
れ得る。
【００７９】
　[00105]ワイヤレスデバイス４０２はまた、送受信機４１４によって受信された信号の
レベルを検出し定量化するために使用され得る、信号検出器４１８を含み得る。信号検出
器４１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力スペ
クトル密度、および他の信号のような信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス４０２は、
信号の処理に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）４２０も含み得る。ＤＳ
Ｐ４２０は、送信のためのパケットを生成するために構成され得る。いくつかの態様では
、パケットは、物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。
【００８０】
　[00106]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス４０２はさらに、ユーザインターフ
ェース４２２を備え得る。ユーザインターフェース４２２は、キーパッド、マイクロホン
、スピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース４２２
は、ワイヤレスデバイス４０２のユーザに情報を伝え、および／またはユーザからの入力
を受け取る、任意の要素またはコンポーネントを含み得る。
【００８１】
　[00107]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス４０２はさらに、高効率ワイヤレス
コンポーネント４２４を備え得る。高効率ワイヤレスコンポーネント４２４は、分類器ユ
ニット４２８と送信制御ユニット４３０とを含み得る。本明細書で説明されるように、高
効率ワイヤレスコンポーネント４２４は、ＣＳＭＡ機構の非効率性を最小限にする（たと
えば、干渉が生じることのない状況において媒体を通じた同時通信を可能にする）修正さ
れた機構をＡＰおよび／またはＳＴＡが使用することを可能にし得る。
【００８２】
　[00108]修正された機構は、分類器ユニット４２８および送信制御ユニット４３０によ
って実装され得る。ある実施形態では、分類器ユニット４２８は、どのデバイスが他のデ
バイスと同時に通信することができるような状態または条件にあり、どのデバイスが他の
デバイスと同時に通信することができないような状態または条件にあるかを決定する。あ
る実施形態では、送信制御ユニット４３０はデバイスの動作を制御する。たとえば、送信
制御ユニット４３０は、いくつかのデバイスが同じ媒体上で同時に送信することを可能に
し、他のデバイスが空間多重化技法または周波数領域多重化技法を使用して送信すること
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を可能にし得る。送信制御ユニット４３０は、分類器ユニット４２８によって行われた決
定に基づいてデバイスの動作を制御することができる。
【００８３】
　[00109]ワイヤレスデバイス４０２の様々なコンポーネントは、バスシステム４２６に
よって一緒に結合され得る。バスシステム４２６は、たとえば、データバスを、さらには
データバスに加えて、電力バスと、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含み得る。
ワイヤレスデバイス４０２のコンポーネントは、何らかの他の機構を使用して、一緒に結
合されてよく、または互いに対する入力を受け入れ、もしくは提供してよいことを当業者
は理解するだろう。
【００８４】
　[00110]図４には、いくつかの別個のコンポーネントが示されているが、コンポーネン
トの１つまたは複数が組み合わされ、または共通に実装され得ることを当業者は認識する
だろう。たとえば、プロセッサ４０４は、プロセッサ４０４に関して上で説明された機能
を実装するためだけでなく、信号検出器４１８および／またはＤＳＰ４２０に関して上で
説明された機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図４に示されるコンポーネン
トの各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００８５】
　[00111]ワイヤレスデバイス４０２は、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１０６、ＡＰ２５４、ＳＴ
Ａ２５６、および／またはＡＰ３０４を備えてよく、通信を送信および／または受信する
ために使用されてよい。すなわち、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１０６、ＡＰ２５４、ＳＴＡ２５
６、またはＡＰ３０４のいずれかが、送信機デバイスまたは受信機デバイスとして機能し
得る。いくつかの態様は、信号検出器４１８が、送信機または受信機の存在を検出するた
めに、メモリ４０６およびプロセッサ４０４上で動作しているソフトウェアによって使用
されることを企図する。
【００８６】
　[00112]図１を再び参照すると、ＳＴＡ１０６は、複数の動作モードを有し得る。たと
えば、ＳＴＡ１０６は、アクティブモードと呼ばれる第１の動作モードを有し得る。アク
ティブモードでは、ＳＴＡ１０６は、常に「活動」状態にあってよく、ＡＰ１０４とデー
タをアクティブに送信／受信することができる。さらに、ＳＴＡ１０６は、電力節約モー
ドと呼ばれる第２の動作モードを有し得る。電力節約モードでは、ＳＴＡ１０６は、「活
動」状態、あるいは、ＳＴＡ１０６がＡＰ１０４とデータをアクティブに送信／受信しな
い「休眠」または「スリープ」状態であり得る。たとえば、ＳＴＡ１０６の受信機４１２
、ならびに、場合によってはＤＳＰ４２０および信号検出器４１８は、休眠状態では低減
された電力消費量で動作することができる。さらに、電力節約モードでは、ＳＴＡ１０６
は、ＡＰ１０４とデータを送信／受信することが可能になるように、ＳＴＡ１０６が特定
の時間において「起動する」（たとえば、活動状態に入る）必要があるかどうかをＳＴＡ
１０６に示す、ＡＰ１０４からのメッセージ（たとえば、ページングメッセージ）を聴取
するために、時として活動状態に入ることができる。
【００８７】
　[00113]したがって、いくつかのワイヤレス通信システム１００の中で、ＡＰ１０４は
、ＳＴＡ１０６のためにＡＰ１０４においてバッファされたデータがあるかどうか示すペ
ージングメッセージを、ＡＰ１０４と同じネットワーク中の電力節約モードにある複数の
ＳＴＡ１０６に送信することができる。ＳＴＡ１０６はまた、この情報を使用して、それ
らが活動状態である必要があるか休眠状態である必要があるかを決定することができる。
たとえば、ＳＴＡ１０６がページングされていないとＳＴＡ１０６が決定した場合、それ
は休眠状態に入ることができる。代替的に、ＳＴＡ１０６がページングされ得るとＳＴＡ
１０６が決定した場合、ＳＴＡ１０６は、ページを受信するために、ある時間の期間活動
状態に入り、ページに基づいていつ活動状態になるべきかをさらに決定することができる
。さらに、ＳＴＡ１０６は、ページを受信した後に、ある時間の期間活動状態にとどまる
ことができる。別の例では、ＳＴＡ１０６は、ページングされているときまたはページン
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グされていないとき、本開示と矛盾しない他の方法で機能するように構成され得る。
【００８８】
　[00114]いくつかの態様では、ページングメッセージは、トラフィック識別マップ（Ｔ
ＩＭ）のようなビットマップ（この図に示されない）を含み得る。いくつかのそのような
態様では、ビットマップはいくつかのビットを含み得る。これらのページングメッセージ
は、ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６にビーコンまたはＴＩＭフレーム中で送られ得る。ビッ
トマップ中の各ビットは、複数のＳＴＡ１０６のうちの特定のＳＴＡ１０６に対応してよ
く、各ビットの値（たとえば、０または１）は、ＡＰ１０４がその特定のＳＴＡのために
有するバフされたユニットを受信することが可能となるために、対応するＳＴＡ１０６が
なるべき状態（たとえば、休眠状態または活動状態）を示すことができる。したがって、
ビットマップのサイズは、ワイヤレス通信システム１００中のＳＴＡ１０６の数に直接比
例し得る。したがって、ワイヤレス通信システム１００中のＳＴＡ１０６の数が大きいと
、ビットマップが大きくなり得る。
【００８９】
　[00115]いくつかの態様では、長時間スリープするＳＴＡ１０６は、ＴＩＭメッセージ
を読み取るために起動しないことがある。たとえば、ＳＴＡ１０６は、拡張スリープモー
ドでは１つまたは複数のＴＩＭメッセージを通じてスリープすることを決定することがで
きる。この場合、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ１０６がいずれのＴＩＭメッセージも読み取ら
ないことがあることをＡＰ１０４に告知することができる。したがって、ＡＰ１０４は、
ＴＩＭメッセージ中に対応する識別子を含めなくてよい。様々な実施形態では、ＳＴＡ１
０６は、制御メッセージを使用して、または接続中に直ちに、それらが１つまたは複数の
ＴＩＭメッセージのために起動しないことがあること（すなわち、それらが上述の電力節
約モードで動作していること）をＡＰ１０４に通知し得る。
【００９０】
　[00116]このようにＡＰ１０４に通知したＳＴＡ１０６に対しては、ＡＰ１０４がＳＴ
Ａ１０６を対象とするＢＵを有する場合でも、ＡＰ１０４はＴＩＭメッセージ中に識別子
を含めなくてよい。ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に任意の時間にＰＳポールを送ることに
よってそれらのＢＵを要求することができる。ある実施形態では、ＡＰ１０４は、ＰＳポ
ールに応答して、バッファされたユニットＢＵを直ちに送ることができる。別の実施形態
では、ＡＰ１０４は、ＰＳポールに肯定応答（ＡＣＫ）で応答し、後でＢＵを配信するこ
とができる。また別の実施形態では、ＡＰ１０４は、ＰＳポールに（ＡＣＫでもＢＵでも
）直ちに応答しなくてよい。ＡＰ１０４は、代わりに、ＴＩＭメッセージ後の所与のスケ
ジューリングされた時間の後に送られる累積ＡＣＫフレームで返答することができる。
【００９１】
　[00117]様々な実施形態では、ＳＴＡ１０６は、ＰＳポール（動的指示の場合）、ＡＰ
に送られる接続要求、プローブ要求、および／または別の管理フレーム（静的指示の場合
）を介してＢＵを配信するための待ち時間を指定することができる。他の実施形態では、
ＡＰ１０４は、ＡＣＫフレーム、ＴＩＭ要素（動的指示の場合）、ＳＴＡ１０６に送られ
るビーコン、接続応答、プローブ応答、または他の管理フレーム（静的指示の場合）を介
してＢＵを配信するための待ち時間を指定することができる。ＳＴＡ１０６は待ち時間の
長さの間、スリープすることができる。ＳＴＡ１０６は、ＡＣＫを送ることによってＢＵ
の正しい受信に肯定応答することができる。ＳＴＡ１０６は次いで、スリープに戻ること
ができる。
【００９２】
　[00118]図５Ａは、図１のワイヤレス通信システム１００においてＡＰ１０４によって
ＳＴＡ１０６に送信される複数のワイヤレスメッセージ５０２を示す。示されるように、
時間は、時間軸５０４上でページにわたって水平方向に増加する。様々な実施形態におい
て、ＡＰ１０４は、いくつかの宛先ＳＴＡ１０６に宛てられる複数のフレーム５１０Ａ～
５１０Ｎを含むバッファされたユニットを受信および／または記憶することができる。Ａ
Ｐ１０４が送信すべきバッファされたユニットを有する場合、ＡＰ１０４は複数のワイヤ
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レスメッセージ５０２を複数のＳＴＡ１０６に送信することができる。
【００９３】
　[00119]様々な実施形態において、フレーム５１０Ａ～５１０Ｂは、小さな、または短
いフレーム５１０Ａ～５１０Ｎであってよく、約１バイトから約１００バイト、約１０バ
イトから約５０バイト、およびより具体的には約２０バイトを含み得る。小さなフレーム
は、たとえば、プッシュ通知（たとえば、電子メール、広告など）、ショートメッセージ
ングアプリケーション（たとえば、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（登録商標）投稿、Ｔｗｉｔｔｅｒ
（登録商標）投稿、テキストメッセージなど）、上層プロトコルのオーバーヘッド（たと
えば、送信制御プロトコル（ＴＣＰ）肯定応答、キープアライブメッセージなど）などの
ようなアプリケーションによって生成され得る。したがって、多数の比較的小さなフレー
ムが多くのワイヤレスメッセージを生成する可能性があり、これは、１つまたは複数のＳ
ＴＡ１０６が媒体上でＡＰ１０４に要求を送信する際に競合することにつながり得る。
【００９４】
　[00120]図５Ｂは、図１のワイヤレス通信システム１００においてＡＰ１０４によって
ＳＴＡ１０６に送信される単一のＡ－ＭＰＤＵワイヤレスメッセージ５０２を示す。示さ
れるように、時間は、時間軸５０４上でページにわたって水平方向に増加する。図５Ａに
関して上で論じられたように、ＡＰ１０４は、いくつかの宛先ＳＴＡ１０６に宛てられる
複数のフレーム５１０Ａ～５１０Ｎを含むバッファされたユニットを受信および／または
記憶することができる。ＡＰ１０４が送信すべきバッファされたユニットを有する場合、
図５Ａに示される複数のワイヤレスメッセージ５０２を送信する代わりに、ＡＰは単一の
集約されたＭＰＤＵメッセージ５０４を送信することができる。Ａ－ＭＰＤＵ５０４は、
複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム５０５ａ～ｃを含み得る。Ａ－ＭＰＤＵ５０４に含まれ
る複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム５０５ａ～ｃの１つまたは複数は、異なる受信機に宛
てられ得る。
【００９５】
　[00121]ワイヤレスメッセージ５０４のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム５０５ａ～ｃが複数
の受信機に宛てられ得るので、各受信機が受信機に宛てられたＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
５０５ａ～ｃにどのように肯定応答するかということについて、問題が生じる。受信機の
各々からの肯定応答を調整するために、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム５０５ａ～ｃの１つま
たは複数は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームに対する肯定応答ポリシーを定める１つまたは複
数のフィールドを含み得る。たとえば、肯定応答ポリシーはたとえば、Ａ－ＭＰＤＵサブ
フレームに対する肯定応答が宛先指定された受信機によって送信されるべきかどうか、送
信されるべき肯定応答のタイプ（たとえば、肯定応答が送信されるべきかブロック肯定応
答が送信されるべきか）、および／または、Ａ－ＭＰＤＵワイヤレスメッセージ５０４が
受信されるときと、メッセージ５０４に含まれる任意のＭＰＤＵサブフレームへの肯定応
答が送信されるときとの間の遅延時間期間を示すことができる。各Ａ－ＭＰＤＵサブフレ
ーム５０５ａ～ｃの示された肯定応答ポリシーは、ＭＰＤＵサブフレーム５５０ａ～ｃの
各々が肯定応答される場合に発生する競合の確率を減らすために、ＭＰＤＵサブフレーム
５０５ａ～ｃの各々の肯定応答を調整するように機能する。
【００９６】
　[00122]図６は、メディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）フレー
ム６００の例示的な構造を示す。示されるように、ＭＰＤＵフレーム６００は、フレーム
制御（ｆｃ）フィールド６１０、時間長／識別（ｄｕｒ）フィールド６２５、受信機アド
レス（ａ１）フィールド６３０、送信機アドレス（ａ２）フィールド６３５、宛先アドレ
ス（ａ３）フィールド６４０、シーケンス制御（ｓｃ）フィールド６４５、第４のアドレ
ス（ａ４）フィールド６５０、サービス品質（ＱｏＳ）制御（ｑｃ）フィールド６５５、
高スループット（ＨＴ）制御フィールド６６０、フレーム本体６６５、およびフレーム確
認シーケンス（ＦＣＳ）フィールド６７０という、１１個の異なるフィールドを含む。フ
ィールド６１０～６６０のいくつかまたはすべてが、ＭＡＣヘッダ６０２を構成する。
【００９７】
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　[00123]メディアアクセス制御フレームのフィールドの各々は、メディアアクセス制御
パラメータと見なされ得る。加えて、各フィールドは、１つまたは複数のサブフィールド
またはフィールドからなり得る。たとえば、媒体アクセス制御ヘッダ６０２のフレーム制
御フィールド６１０は、プロトコルバージョン、タイプフィールド、サブタイプフィール
ド、および他のフィールドのような複数のサブフィールドからなり得る。これらのサブフ
ィールドまたはフィールドの各々も、メディアアクセス制御パラメータと見なされ得る。
いくつかの実施形態では、メディアアクセス制御フレームの個々のビットが、メディアア
クセス制御パラメータと見なされ得る。
【００９８】
　[00124]ａ１、ａ２、ａ３、およびａ４フィールド６３０、６３５、６４０、および６
５０の各々は、４８ビット（６オクテット）値である、デバイスのフルＭＡＣアドレスを
備え得る。いくつかの態様では、これらのフィールドのいずれもが、短いＭＡＣヘッダフ
ォーマットに基づくＡＩＤを備え得る。図６はさらに、フィールド６１０～６７０の各々
のオクテット単位のサイズを示している。フレーム本体フィールド６６５は、異なるタイ
プの変化するオクテット数のＭＰＤＵフレームを備えるは、図６に示されるフィールドの
一部分のみを含み得る。たとえば、ＭＰＤＵフレームが制御フレームである場合、ＭＰＤ
ＵフレームのＭＡＣヘッダは、ＱｏＳ制御フィールド６５５またはＨＴ制御フィールド６
６０を含まなくてよい。加えて、タイプによっては、ＭＰＤＵフレーム６００は追加のフ
ィールドを含み得る。しかしながら、いくつかの場合には、タイプにかかわらず、ＭＰＤ
Ｕフレーム６００はフレーム制御フィールド６１０を含み得る。
【００９９】
　[00125]図７は、サービス品質（ＱｏＳ）制御（ｑｃ）フィールド６５５の例示的な構
造を示す。示されるように、ＱｏＳ制御フィールド６５５は、トラフィックインジケータ
（ＴＩＤ）フィールド７１０、サービス期間の末尾フィールド７２０、肯定応答ポリシー
フィールド７３０、集約されたＭＳＤＵ存在フィールド７４０、および「多彩な」フィー
ルド７５０という、５つの異なるフィールドを含む。いくつかの態様では、肯定応答ポリ
シーフィールド７３０は、４つの肯定応答ポリシーの１つを示し得る。いくつかの態様で
は、４つの肯定応答ポリシーは、「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答要求
」と、「肯定応答なし」と、「肯定応答なしまたは電力節約マルチポール（ＰＳＭＰ）肯
定応答」と、「ブロック肯定応答」とを含み得る。いくつかの態様では、肯定応答ポリシ
ー（ＡＣＫポリシー）フィールド７３０およびトラフィックインジケータ（ＴＩＤ）フィ
ールド７１０は、ＭＡＣヘッダ中の他の箇所に位置し得る。たとえば、肯定応答ポリシー
フィールドおよび／またはＴＩＤフィールドは、ＭＡＣヘッダ６０２のフレーム制御フィ
ールド６１０に位置し得る。
【０１００】
　[00126]「多彩な」フィールド７５０は、ＱｏＳ制御フィールド６５５の実施形態に応
じて、様々な異なるフィールドであってよい。たとえば、いくつかの態様では、「多彩な
」フィールド７５０は、ＴＸＯＰ制限フィールド、アクセスポイントＰＳバッファ状態フ
ィールド、要求されるＴＸＯＰ時間長フィールド、キューサイズフィールドであってよい
。
【０１０１】
　[00127]いくつかの態様では、肯定応答ポリシーフィールド７３０が、「普通の肯定応
答または暗黙的なブロック肯定応答要求」のような特定の値を示し、ＭＰＤＵフレーム６
００がＡ－ＭＰＤＵフレームの一部として含まれる場合、ＭＰＤＵフレームの宛先指定さ
れた受信者は、ＭＰＤＵ６００が個々に送信される場合は肯定応答フレームを送信し、ま
たはＭＰＤＵ６００がＡ－ＭＰＤＵの一部として送信される場合はブロック肯定応答フレ
ームを送信することができる。肯定応答またはブロック肯定応答の送信は、ＭＰＤＵフレ
ーム６００を搬送するＰＰＤＵから短フレーム間空間（ＳＩＦＳ）の時間期間後に開始し
得る。いくつかの態様では、肯定応答ポリシーフィールド７３０が「肯定応答なし」を示
す場合、ＭＰＤＵフレームの宛先指定された受信者は、ＭＰＤＵサブフレームの受信後に
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動作を行わない。いくつかの態様では、肯定応答ポリシーフィールド７３０が「ブロック
肯定応答」を示す場合、ＭＰＤＵフレームの宛先指定された受信者は、状態を記録するこ
とを除き、フレームの受信後に動作を行わない。受信者は、自身が応答することになる未
来のブロック肯定応答要求フレームを予期し得る。
【０１０２】
　[00128]図８は、集約されたＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム８００の例示的な構造
を示す。示されるように、Ａ－ＭＰＤＵフレーム８００は、８０５ａ、８０５ｂ、および
８０５ｎとして示される、変化する数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含む。Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレーム８０５ａ、８０５ｂ、および８０５ｎの各々は、いくつかの態様では、ＭＰ
ＤＵデリミタフィールド８１０ａ、ＭＰＤＵフレーム６００ａ、および０以上のパッドバ
イトからなり得る。ＭＰＤＵフレーム６００ａは、いくつかの態様では、図６に示される
ＭＰＤＵフレーム６００と実質的に一致し得る。
【０１０３】
　[00129]ＭＰＤＵデリミタフィールドの各々、たとえばＭＰＤＵデリミタフィールド８
１０ａは、フレームの末尾（ＥＯＦ）フィールド８１２ａと、予備フィールド８１４ａと
、ＭＰＤＵ長さフィールド８１６ａと、ＣＲＣフィールド８１８ａと、デリミタシグネチ
ャフィールド８２０ａとを含み得る。
【０１０４】
　[00130]いくつかの態様では、フレームの末尾フィールド８１２は、Ａ－ＭＰＤＵサブ
フレーム８０５ａが０ではない値を有するＭＰＤＵ長さフィールド８１６ａ伴う唯一のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームである場合、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム８０５ａにおいて１に設
定され得る。いくつかの態様では、フレームの末尾フィールド８１２ａは、０ではないＭ
ＰＤＵ長さフィールドを有する唯一のＡ－ＭＰＤＵサブフレームではない、０ではないＭ
ＰＤＵ長さフィールド８１６ａを有するＡ－ＭＰＤＵフレーム８００中の各Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレーム８０５に対して、０に設定され得る。
【０１０５】
　[00131]図９Ａは、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂのある実施形態を示す。いく
つかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂは、図８に示されるＭＰＤＵデリ
ミタフィールド８１０ａと置き換えられ得る。たとえば、図９Ｃに関して以下で論じられ
るＡ－ＭＰＤＵ９００ａは、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂを利用することができ
る。ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂは、遅延インジケータフィールド８１４ｂ、Ｍ
ＰＤＵ長さフィールド８１６ｂ、ＣＲＣフィールド８１８ｂ、およびデリミタシグネチャ
フィールド８２０ｂという４つのフィールドを含む。いくつかの態様では、図９Ｃに関し
て以下で論じられるＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｃの各々における遅延インジケ
ータフィールド８１４ｂの別々のコピーは、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂがＡ－
ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｃの各々に含まれる場合、遅延インジケータ値８１４ｍ
～ｏを示し得る。
【０１０６】
　[00132]図９Ｂは、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｃのある実施形態を示す。いく
つかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｃは、図８に示されるＭＰＤＵデリ
ミタフィールド８１０ａと置き換えられ得る。たとえば、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａは、ＭＰ
ＤＵデリミタフィールド８１０ｃを利用することができる。ＭＰＤＵデリミタフィールド
８１０ｃは、フレームの末尾インジケータフィールド８１２ｃ、遅延インジケータフィー
ルド８１４ｃ、ＭＰＤＵ長さフィールド８１６ｃ、ＣＲＣフィールド８１８ｃ、およびデ
リミタシグネチャフィールド８２０ｃという、５つのフィールドを含む。いくつかの態様
では、遅延インジケータフィールド８１４ｃの別個のコピーは、ＭＰＤＵデリミタフィー
ルド８１０ｃがＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｃの各々に含まれる場合、以下の図
９Ｃに示される遅延インジケータ値８１４ｍ～ｏを示し得る。
【０１０７】
　[00133]図９Ｃは、少なくとも３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｃを含むＡ
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ａの局アドレスと等価な受信機アドレスを示す。同様に、第２のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ム９０５ｂは、ＳＴＡ１０６ｂの局アドレスと等価な受信機アドレスを示す。第３のサブ
フレーム９０５ｃは、ＳＴＡ１０６ｃの局アドレスと等価な受信機アドレスを示す。いく
つかの他の示されていない態様では、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａは３つよりも多くのＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームを含み得る。たとえば、Ａ－ＭＰＤＵは、４個、５個、６個、７個、８
個、９個、１０個以上のサブフレームを含み得る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵ９
００ａ中の任意の追加のサブフレームのいくつかまたはすべてが、ＳＴＡ１０６ａ～ｃの
いずれかまたは他の局、アクセスポイント、もしくはリレーの受信機アドレスを示し得る
。
【０１０８】
　[00134]ＭＰＤＵ６００およびＱｏＳ制御フィールド６５５に関して上で論じられたよ
うに、図９Ａに示されるＡ－ＭＰＤＵ９００ａの各Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～
ｃは、ＱｏＳ制御フィールド、または肯定応答ポリシーの指示を含む何らかの他のフィー
ルドを含み得る。たとえば、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｃは、図７に示され
るようなＱｏＳ制御フィールドを含む、ＭＰＤＵ６００のフォーマットに従い得る。
【０１０９】
　[00135]示される実装形態では、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａに含まれる３つのＡ－ＭＰＤＵ
サブフレーム９０５ａ～ｃは、たとえば、図６のＭＰＤＵフレーム６００に示されるアド
レス１フィールド６３０のような受信機アドレスフィールドに、３つの異なる受信機アド
レスを含む。Ａ－ＭＰＤＵ９００ａに含まれる３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームはまた、
３つの異なる受信機アドレスフィールドと関連付けられる３つの異なる肯定応答ポリシー
を含む。
【０１１０】
　[00136]示される態様における肯定応答の手順は、ＭＰＤＵデリミタ中の１つまたは複
数のフィールド、および、ＭＰＤＵデリミタが関連付けられるＭＰＤＵに含まれるＡｃｋ
ポリシーフィールド、すなわち、遅延インジケータフィールド８１４ｍ～ｏ、もしあれば
ＥＯＦフィールド、および肯定応答ポリシーフィールド７３０ａ～ｃから推測される。い
くつかの態様では、遅延インジケータフィールド８１４ｍ～ｏは、図９Ａに示される遅延
インジケータフィールド８１４のフォーマットに実質的に従う。いくつかの態様では、肯
定応答ポリシーフィールド７３０ａ～ｃは、図７の肯定応答ポリシーフィールド７３０の
フォーマットに実質的に従う。
【０１１１】
　[00137]図９Ｃに示されるように、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｃの３つすべ
てが、「普通の肯定応答」に設定された肯定応答ポリシーを含む。いくつかのワイヤレス
規格、たとえば８０２．１１ａｈ規格では、これは、「普通の肯定応答または暗黙的なブ
ロック肯定応答要求」のような特定の値に対応し得る。Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５
ａ～ｃの各々は、異なる遅延インジケータ値を有する。
【０１１２】
　[00138]肯定応答ポリシーフィールド７３０ａ～ｃおよび遅延インジケータフィールド
８１４ｍ～ｏの値に基づいて、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａは、ＳＴＡ１０６ａがＭＰＤＵ９０
５ａの正しい受信にまず肯定応答すべきであることを示す。いくつかの態様では、Ａ－Ｍ
ＰＤＵサブフレーム９０５ａは、遅延インジケータが０の値に設定されているので、Ａ－
ＭＰＤＵ９００ａの送信／受信の完了からＳＩＦＳ時間後に、肯定応答されるべきである
。一般に、１つまたは複数のＭＰＤＵがＳＴＡ１０６ａ～ｃのいずれかに宛てられ得るこ
とに留意されたい。そのような実施形態では、単一のＭＰＤＵが所与の受信機に宛てられ
る場合、受信機は、ＥＯＦフィールドが１に設定される場合にＡＣＫフレームによって応
答するか、それ以外の場合にＢｌｏｃｋＡｃｋによって応答するかを決定することができ
る。一般に、いくつかの態様では、遅延の量は式（１）に基づいて決定され得る。
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【数１】

【０１１３】
　[00139]ここで、Ｋは受信機が送信機に制御応答を送信するために必要とされる時間の
長さに等しい。いくつかの態様では、送信デバイスは、時間長Ｋが確定的でありすべての
受信機に対して等しくなるように、応答フレームの送信のための厳密な規則に従うように
１つまたは複数の受信機に要求し得る。これらの規則の例は、厳密なＭＣＳおよび帯域幅
選択の規則を含んでよく、また、（たとえば、肯定応答が送られるべきであることを示す
各受信機に宛てられるＡ－ＭＰＤＵサブフレームをＡ－ＭＰＤＵに含めることによって、
同じ応答フレームによって応答することを受信機に要求することがあり、送信機は、対応
するＡ－ＭＰＤＵサブフレームに対するＡＣＫフレームによって応答するように受信機に
命令する。同様の規則が、ブロックＡｃｋフレームのみを応答として要求することに対し
て適用されることがあり、この場合、Ｋの時間長はより長くてよい）。
【０１１４】
　[00140]特定のＡ－ＭＰＤＵフレーム内で、各遅延インジケータフィールドは、少なく
とも、それに対する受信デバイスからの肯定応答を送信機が要求する任意のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームに対しては、固有の値に設定され得る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレームがＳＴＡのグループに宛てられる場合、送信機はＡＣＫポリシーを「肯定応
答なし」に設定し、これは応答が予期されないことを示す。いくつかの態様では、遅延イ
ンジケータは、別のＭＰＤＵサブフレームによって使用される値であり得る。いくつかの
態様では、「肯定応答なし」という肯定応答ポリシーを示すＡ－ＭＰＤＵサブフレームに
対する遅延インジケータは、ランダムな値または初期化されていない値であってよい。
【０１１５】
　[00141]いくつかの態様では、式１によって決定される遅延が経過した後で、Ａ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの肯定応答ポリシーが「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応
答」に設定される場合、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答の送信が実行され得る。図
９Ｃにおいて、すべての３つのサブフレーム９０５ａ～ｃがこの方式で肯定応答され得る
。
【０１１６】
　[00142]Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｂに対する遅延インジケータ８１４ｎは０で
あるので、ＳＴＡ１０６ｂは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａの送信からＳＩＦＳ時間後に、Ａ－
ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｂに肯定応答しなければならない。いくつかの態様では、Ａ
－ＭＰＤＵ９００ａはさらに、肯定応答遅延インジケータフィールド８１４ｍが１に設定
されているので、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａの送信から、ＳＩＦＳ＋１×（ＳＩＦＳ＋Ｋ）＝
２ＳＩＦＳ＋一定の時間の後に、ＳＴＡ１０６ａがＭＰＤＵサブフレーム９０５ａの送信
に肯定応答しなければならないことを示す。同様に、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａは、肯定応答
遅延インジケータ値フィールド８１４ｏが２に設定されているので、Ａ－ＭＰＤＵ９００
ａの送信から３ＳＩＦＳ＋２Ｋ後に、ＳＴＡ１０６ｃがＭＰＤＵサブフレーム９０５ｃの
送信に肯定応答しなければならないことを示す。
【０１１７】
　[00143]Ａ－ＭＰＤＵ９００ａによって示される、２つ以上の、この場合は３つの受信
機アドレスに対して異なる肯定応答ポリシーを含めることによって、ＡＰ１０４は、Ａ－
ＭＰＤＵ９００ａの送信からＳＩＦＳ時間後の、３つの受信機アドレスに対応する３つの
デバイス（ＳＴＡ１０６ａ～ｃ）の１つによる１つの肯定応答の受信を、効果的に管理す
ることができる。この実施形態では、いくつかのＳＴＡ、たとえば１０６ａおよび１０６
ｃは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームデリミタフィールド中の指示に基づいて、肯定応答を送
信するまである時間期間待機することができる。いくつかの態様では、このことは、Ａ－
ＭＰＤＵ９００ａの送信からＳＩＦＳ時間後における、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａに含まれる
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少なくとも２つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームに対する少なくとも２つの肯定応答の間の競
合の確率を下げる。図９Ｃでは３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがＡ－ＭＰＤＵフレーム
９００ａにおいて示されるが、いくつかの態様では、２つの、または４つ以上の受信機ア
ドレスがＡ－ＭＰＤＵ９００ａによって示され得る。たとえば、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａは
、２つまたは４つ以上のデバイスに宛てられるＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含み得る。そ
のようなＡ－ＭＰＤＵはまた、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａに含まれるＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムによって示される受信機アドレスの少なくとも２つに対応する、少なくとも２つの異な
る肯定応答ポリシーを含む。いくつかの態様では、ＡＰは、トラフィック識別子（ＴＩＤ
）に基づいて、および／またはＭＰＤＵごとに、異なる肯定応答ポリシーを要求し得るこ
とを留意されたい。本明細書で説明される肯定応答の手順は、これらの実施形態に容易に
拡張可能であることを、当業者は理解し得る。
【０１１８】
　[00144]上で論じられたようにＡ－ＭＰＤＵの中に複数の受信機アドレスを有すること
に加えて（このとき、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの１つまたは複数は異なる受信機アドレ
スを有する、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの１つまたは複数は異なる送信機アドレスを有し
てよく、これは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの１つまたは複数が１つまたは複数の異なる
ソースデバイスから送信機によって受信されている可能性があることを意味する。たとえ
ば、２つ以上のＭＰＤＵを含むＡ－ＭＰＤＵの送信機は、オーバーヘッドを低減するのに
有用である異なるＭＡＣアドレスへと、各ＭＰＤＵのＭＡＣヘッダ中のＡ２フィールド６
３５（すなわち、送信機アドレス）を設定することができる。送信機が異なる送信機アド
レスを設定することを実施し得る実施形態は、送信機が複数のＢＳＳＩＤ（各ＢＳＳＩＤ
はＡＰが関連付けられるＢＳＳを特定する）を有するＡＰであるときと、ＡＰが関連付け
られるＢＳＳのいずれかと関連付けられるＳＴＡにＡＰが複数のＭＰＤＵを送信するを必
要とするときとを含み得る。送信機が、リレー機能またはメッシュ機能を提供し、それぞ
れの送信範囲内にない可能性のある複数のＳＴＡの間で交換される必要のあるフレームを
転送するように動作し、したがって、送信機が異なるＳＴＡから受信される複数のＭＰＤ
ＵをＡ－ＭＰＤＵへと集約し、Ａ－ＭＰＤＵを１つまたは複数の宛先に送信し得る、追加
の実施形態が存在することがあり、このとき、各ＭＰＤＵは、ＭＰＤＵのソースアドレス
（すなわち、フレームを生成したＳＴＡ）を示すＡ２アドレスを有する。たとえば、いく
つかの実施形態では、送信機が、共通のＡ１アドレス（受信機）とＡ２アドレス（送信機
）とを有する１つまたは複数のＭＰＤＵ、異なるＡ１アドレス（受信機）と共通のＡ２ア
ドレス（送信機）とを有する１つまたは複数のＭＰＤＵ（複数の受信機－単一の送信機）
、共通のＡ１アドレス（受信機）と異なるＡ２アドレス（送信機とを有する１つまたは複
数のＭＰＤＵ（単一の受信機－複数の送信機）、または、異なるＡ１アドレス（受信機）
と異なるＡ２アドレス（送信機）とを有する１つまたは複数のＭＰＤＵ（複数の受信機－
複数の送信機とを集約することができる。そのような集合は、オーバーヘッドを減らし、
媒体の効率を上げることができる。
【０１１９】
　[00145]図９Ｄは、ＡＰ１０４と３つの局ＳＴＡ１０６ａ、ＳＴＡ１０６ｂ、およびＳ
ＴＡ１０６ｃとの間の例示的なワイヤレス通信を示す。ワイヤレス通信は、ＡＰ１０４が
Ａ－ＭＰＤＵパケット９００ａを送信することで開始する。いくつかの態様では、Ａ－Ｍ
ＰＤＵ９００ａはブロードキャストされ得る。いくつかの他の態様では、Ａ－ＭＰＤＵ９
００ａは、局ＳＴＡ１０６ａと、ＳＴＡ１０６ｂと、ＳＴＡ１０６ｃとを含むマルチキャ
ストグループにマルチキャストされ得る。いくつかの態様では、図９Ｄに示されるＡ－Ｍ
ＰＤＵ９００ａのフォーマットは、図９Ｃに示されるＡ－ＭＰＤＵ９００ａ、および／ま
たは図８に示されるＡ－ＭＰＤＵ８００のフォーマットに実質的に従い得る。
【０１２０】
　[00146]図９Ｄは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａの送信が完了してからＳＩＦＳ時間後に、Ｓ
ＴＡ１０６ｂが肯定応答パケット９５５を送信することを示す。ＳＴＡ１０６ｂは、図９
Ｃに示される、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｂ中の肯定応答ポリシー７３０ｂおよび
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肯定応答遅延インジケータ値８１４ｎに基づいて、示された時間において肯定応答パケッ
ト９５５を送信する。次に、ＳＴＡ１０６ａは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａの送信が完了して
から２ＳＩＦＳ＋定数Ｋ後に、肯定応答パケット９６０を送信する。ＳＴＡ１０６ａが肯
定応答９６０を送信する時間は、図９Ｃに示されるような、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９
０５ａによって示される肯定応答ポリシー７３０ａおよび肯定応答遅延インジケータ値８
１４ｍに基づく。定数Ｋは、肯定応答９５５を送信するのに必要な時間と等価であるもの
として示されるが、いくつかの他の態様では、定数時間Ｋは、肯定応答９５５を送信する
のに必要な時間よりも長くてよい。
【０１２１】
　[00147]いくつかの態様では、ＡＰは、ＭＰＤＵがユニキャスト送信である（すなわち
、受信ＳＴＡのアドレスがユニキャストアドレス）である場合にのみ、ＭＰＤＵの受信に
肯定応答するように受信ＳＴＡに命令することができる。しかしながら、グループキャス
ト（ブロードキャスト）フレームがＡ－ＭＰＤＵに含まれるいくつかの実施形態では、Ａ
Ｐは、単一のＳＴＡに宛てられるＡ－ＭＰＤＵに空のＭＰＤＵを含めることによって、肯
定応答の応答を送るように設定されたグループから、１つのＳＴＡを選択的に要求するこ
とができる。空のＭＰＤＵの肯定応答ポリシーは、「普通の肯定応答または暗黙的なブロ
ック肯定応答要求」のような特定の値に設定され得る。この手順は、グループキャストパ
ケットが１つの受信機によって少なくとも一部受信されるかどうかを送信機が推定するこ
とを可能にするのに、有用であり得る。Ａ－ＭＰＤＵ内のＭＰＤＵの正しい受信に肯定応
答するためにデバイスのグループからある受信機を選択するこの手順は、Ａ－ＭＰＤＵが
他のネットワークトラフィックと競合した可能性があるかどうかを送信デバイスが特定す
るのを可能にすることによって、マルチキャスト送信の信頼性を向上させることができる
ことを、当業者は理解し得る。応答デバイスの選択は、１つまたは複数の尺度に基づいて
よく、このことは肯定応答の信頼性を最大にすることを可能にし得る。
【０１２２】
　[00148]次に、ＳＴＡ１０６ｃは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ａの送信が完了してから３ＳＩ
ＦＳ＋２定数Ｋ後に、肯定応答パケット９６５を送信する。ＳＴＡ１０６ｃが肯定応答９
６５を送信する時間は、図９Ｃに示されるような、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｃに
よって示される肯定応答ポリシー７３０ｃおよび肯定応答遅延インジケータ値８１４ｏに
基づく。定数Ｋは、図９Ｄでは肯定応答９６０を送信するのに必要な時間と等価であるも
のとして示されるが、いくつかの他の態様では、定数時間Ｋは、肯定応答９６０を送信す
るのに必要な時間よりも長くてよい。
【０１２３】
　[00149]図９Ｅは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂのある実施形態を示す。Ａ－ＭＰＤＵ９００
ｂは、少なくとも３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｄ～ｆを含む。３つのＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレーム９０５ｄ～ｆの各々は、それぞれＳＴＡ１０６ａ～ｃの１つに宛てられ
る。Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂのフォーマットは、Ａ－ＭＰＤＵ８００のフォーマットに実質
的に従い得る。いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィールドフォーマット８１０ｂ
が、ＭＰＤＵデリミタ８１０ａの代わりにＡ－ＭＰＤＵ９００ｂにおいて利用され得る。
いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィールドフォーマット８１０ｃが、８１０ａと
８１０ｂのいずれかの代わりにＡ－ＭＰＤＵ９００ｂにおいて利用され得る。
【０１２４】
　[00150]図９ＣのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｃと同様に、Ａ－ＭＰＤＵサブ
フレーム９０５ｄ～ｆは各々、肯定応答遅延インジケータフィールド値８１４ｄ～ｆと肯
定応答ポリシーフィールド７３０ｄ～ｆとを提供する。図９Ａに示されるように、遅延イ
ンジケータフィールド８１４ｄ～ｆのフォーマットは、ＭＰＤＵデリミタ８１０ｂの遅延
インジケータフィールド８１４ｂと実質的に一致し得る。いくつかの態様では、図９Ｂに
示されるように、遅延インジケータフィールド８１４ｄ～ｆのフォーマットは、ＭＰＤＵ
デリミタ８１０ｃの遅延インジケータフィールド８１４ｃと実質的に一致し得る。肯定応
答ポリシーフィールド７３０ｄ～ｆのフォーマットは、図７の肯定応答ポリシーフィール
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ド７３０と実質的に一致し得る。
【０１２５】
　[00151]図９ＣのＡ－ＭＰＤＵ９００ａと同様に、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂの第１のＡ－
ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｄは、普通の肯定応答という値に設定された肯定応答ポリシ
ーフィールド７３０ｄを有する。Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｄの遅延インジケータ
値８１４ｄは０に設定されているので、ＳＴＡ１０６ａは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂの送信
からＳＩＦＳ時間後に、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｄに肯定応答する。Ａ－ＭＰＤ
Ｕサブフレーム９０５ｅ～ｆの各々は、「肯定応答なし」に設定された肯定応答ポリシー
フィールド７３０ｅ～ｆを示す。したがって、ＭＰＤＵ９０５ｅ～ｆは、それぞれＳＴＡ
１０６ｂ～ｃによって肯定応答されない。ポリシーフィールド７３０ｅ～ｆが「肯定応答
なし」に設定されているので、いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６ｂおよび１０６ｃの各
々は、遅延インジケータフィールド８１４ｅ～ｆの値を復号しなくてよく、またはそれら
に対して動作しなくてよい。
【０１２６】
　[00152]図９Ｆは、ＡＰ１０４と３つのＳＴＡ１０６ａ～ｃとの間の例示的なワイヤレ
ス通信を示す。ワイヤレス通信は、ＡＰ１０４がＡ－ＭＰＤＵパケット９００ｂを送信す
ることで開始する。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂはブロードキャストされ
得る。いくつかの他の態様では、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂは、局ＳＴＡ１０６ａと、ＳＴＡ
１０６ｂと、ＳＴＡ１０６ｃとを含むマルチキャストグループにマルチキャストされ得る
。いくつかの態様では、図９Ｆに示されるＡ－ＭＰＤＵ９００ｂのフォーマットは、図８
に示されるＡ－ＭＰＤＵ８００と実質的に一致し得る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤ
Ｕ９００ｂは３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含み得る。Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂの一態
様が、上で図９Ｅにおいて示されている。
【０１２７】
　[00153]次に、ＳＴＡ１０６ａは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂの送信が完了してからＳＩＦ
Ｓ時間後に、肯定応答パケット９７０を送信する。ＳＴＡ１０６ａは、図９Ｅに示される
、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｄによって示される肯定応答ポリシー７３０ｄおよび
肯定応答遅延インジケータ値８１４ｄに基づいて、示された時間において肯定応答パケッ
ト９７０を送信する。Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｄの遅延インジケータ値８１４ｄ
は０に設定されているので、ＳＴＡ１０６ａは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｂの送信からＳＩＦ
Ｓ時間後に、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５に肯定応答する。
【０１２８】
　[00154]ＳＴＡ１０６ｂ～ｃが各々Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｂ～ｃの肯定応答をＡＰ１０４
に返す図９Ｄとは異なり、図９Ｆは、ＳＴＡ１０６ｂ～ｃが図９Ｅに示されるＡ－ＭＰＤ
Ｕ９００ｂのＡ－ＭＰＤＵ９０５ｅ～ｆに肯定応答しないことを示す。図９Ｄに示される
ように、ＳＴＡ１０６ｂ～ｃは、肯定応答ポリシーフィールド７３０ｅ～ｆが「肯定応答
なし」という値に設定されていることに基づいて、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｅ～ｆに肯定応答
しない。
【０１２９】
　[00155]図１０Ａは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｃのある実施形態を示す。Ａ－ＭＰＤＵ９０
０ｃは、少なくとも３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｇ～ｉを含む。図９Ｅ～図９
ＦのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ａ～ｆと同様に、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５
ｇ～ｉは各々、肯定応答遅延インジケータフィールド値８１４ｇ～ｉと肯定応答ポリシー
フィールド７３０ｇ～ｉ値とを示す。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９
０５ｇ～ｉの各々は、図８のＡ－ＭＰＤＵ８００のフォーマットと実質的に一致し得る。
いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂが、Ａ－ＭＰＤＵ８００のＭ
ＰＤＵデリミタフィールド８１０ａと置き換えられ得る。いくつかの態様では、ＭＰＤＵ
デリミタフィールド８１０ｃが、Ａ－ＭＰＤＵ８００のＭＰＤＵデリミタフィールド８１
０ａと置き換えられ得る。
【０１３０】
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　[00156]Ａ－ＭＰＤＵ９００ｃの第１のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｇは、ブロッ
ク肯定応答という肯定応答ポリシーフィールド７３０ｇを示す。この値は、Ａ－ＭＰＤＵ
９００ｃが送信／受信されてからＳＩＦＳ時間後に、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｇの受信機がＡ
－ＭＰＤＵ９０５ｇに肯定応答すべきではないことを示す。代わりに、肯定応答ポリシー
フィールド７３０ｇは、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｇを受信するＳＴＡ１０６ａに対して、Ａ－
ＭＰＤＵ９０５ｇに肯定応答する前に明示的な肯定応答要求を待機すべきであることを示
す。同様に、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｈの肯定応答ポリシーフィールド７３０ｈ
はまた、ブロック肯定応答を示す。したがって、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｈは、ＳＴＡ１０６
ｂが、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｈに肯定応答する前に、明示的なブロック肯定応答要求を待機
すべきであることを示す。Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｉの肯定応答ポリシーフィー
ルド７３０ｉは、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｉを受信するＳＴＡ１０６ｃが、Ａ－ＭＰＤＵ９０
０ｃの送信が完了してからＳＩＦＳ時間後にＡ－ＭＰＤＵ９０５ｉに肯定応答すべきであ
ることを示し、それは、ＭＰＤＵ９０５ｉの肯定応答遅延インジケータフィールド８１４
ｉが上で論じられたように０に設定されているからである。肯定応答ポリシーフィールド
７３０ｇ～ｈの両方がブロック肯定応答に設定されているので、遅延インジケータフィー
ルド８１４ｇ～ｈの値は、いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６ａ～ｂによって無視され得
る。
【０１３１】
　[00157]図１０Ｂは、ＡＰ１０４と３つのＳＴＡ１０６ａ～ｃとの間の例示的なワイヤ
レス通信を示す。まず、ＡＰ１０４がＡ－ＭＰＤＵ９００ｃを送信する。いくつかの態様
では、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｃは、図１０ＡのＡ－ＭＰＤＵ９００ｃにおいて示されるもの
と等価なフィールド値を提供する。図１０Ａに関して上で論じられたように、ＳＴＡ１０
６ｃに宛てられる、図１０Ａに示されるＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｉは、普通の肯
定応答という肯定応答ポリシーを示す。したがって、遅延インジケータフィールド８１４
ｉが０であるので、ＳＴＡ１０６ｃは、Ａ－ＭＰＤＵフレーム９００ｃの送信の完了から
ＳＩＦＳ時間後に、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｉに肯定応答する。このことは、ブ
ロック肯定応答フレーム１００５の送信を介して示される。
【０１３２】
　[00158]Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｇ～ｈの各々が「ブロック肯定応答」という
肯定応答ポリシーを示すので、ＳＴＡ１０６ａ～ｂは、明示的なブロック肯定応答要求が
なければＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｇ～ｈに肯定応答しない。したがって、図１０
Ｂに示されるように、ＡＰ１０４は、ブロック肯定応答要求１０１０をＳＴＡ１０６ｂに
送信する。それに応答して、ＳＴＡ１０６ｂは、ブロック肯定応答要求１０１０を受信し
てからＳＩＦＳ時間後に、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｈに対するブロック肯定応答１０１５を送
信する。同様に、ＡＰ１０４は、ブロック肯定応答要求１０２０をＳＴＡ１０６ａに送信
する。それに応答して、ＳＴＡ１０６ａは、ブロック肯定応答要求１０２０を受信してか
らＳＩＦＳ時間後に、Ａ－ＭＰＤＵ９０５ｇに対するブロック肯定応答メッセージ１０２
５をＡＰ１０４に送信する。
【０１３３】
　[00159]図１０Ｃは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｄのある実施形態を示す。Ａ－ＭＰＤＵ９０
０ｄは、少なくとも３つのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｊ～ｌを含む。Ａ－ＭＰＤＵ
９００ｄは、Ａ－ＭＰＤＵ８００に関して上で説明されたフレームフィールドフォーマッ
トと一致し得る。たとえば、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは、ＭＰＤＵデリミタフィール
ドとＭＰＤＵフィールドとを含み得る（いずれも明示的には示されていない）。図９Ｂに
示される例示的なＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｃに示されるように、Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレーム９０５ｊ～ｌのＭＰＤＵデリミタフィールドは、ＥＯＦフィールド８１２ｊ
～ｌと、遅延インジケータフィールド８１４ｊ～ｌと、ＭＰＤＵ長さフィールド８１６ｊ
～ｌとを含み得る。各ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｊ～ｌの制御フィールドは、肯定応答
ポリシーフィールド７３０ｊ～ｌを含む。
【０１３４】



(39) JP 2016-533675 A 2016.10.27

10

20

30

40

50

　[00160]いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリミタのＥＯＦフィールド８１２は、Ａ－Ｍ
ＰＤＵサブフレームが肯定応答フレームを使用して肯定応答されるべきかブロック肯定応
答フレームを使用して肯定応答されるべきかを示し得る。たとえば、いくつかの態様では
、フレームの末尾フィールド８１２ｊ～ｌがクリア（０）である場合、ブロック肯定応答
は、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの受信に応答して送信されるべきである。ＥＯＦ
フィールド８１２ｊ～ｌが（１）に設定される場合、肯定応答フレームは、対応するＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの受信に応答して送信されるべきである。図１０Ｃに示されるＡ－
ＭＰＤＵサブフレームへのブロック肯定応答および通常の肯定応答は、たとえば図９Ｃ～
図１０Ｂの、前に開示された実施形態と同様に動作し得る。たとえば、各Ａ－ＭＰＤＵサ
ブフレーム９０５ｇ～ｉは、肯定応答ポリシーフィールド７３０ａ～ｉのいずれかのよう
な前に論じられた肯定応答ポリシーフィールドと同様に動作する肯定応答ポリシーを、フ
ィールド７３０ｊ～ｌにおいて規定することができる。遅延インジケータフィールド８０
２ｊ～ｌはまた、前に論じられた遅延インジケータフィールド８０２ａ～Ｉまたは８０２
ｍ～ｏのいずれか１つと同様の方式で動作することができる。
【０１３５】
　[00161]図１０Ｄは、ＡＰ１０４と３つのＳＴＡ１０６ａ～ｃとの間の例示的なワイヤ
レス通信を示す。まず、ＡＰ１０４がＡ－ＭＰＤＵ９００ｄを送信する。いくつかの態様
では、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｄは、図１０ＣのＡ－ＭＰＤＵ９００ｄによって示されるフィ
ールド値を示す。
【０１３６】
　[00162]Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム９０５ｉの遅延インジケータフィールド８１４ｌは
０の遅延値を含むので、ＳＴＡ１０６ｃは、Ａ－ＭＰＤＵ９００ｄの送信からＳＩＦＳ時
間後に、ＳＴＡ１０６ｃに宛てられたＡ－ＭＰＤＵ（９０５ｉ）に肯定応答する。Ａ－Ｍ
ＰＤＵサブフレーム９０５ｉのＥＯＦフィールド８１２ｌはクリア（０）であるので、Ｓ
ＴＡ１０６ｃは、ブロック肯定応答フレーム１０５５によってＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
に肯定応答する。
【０１３７】
　[00163]次に、遅延インジケータ値８１４ｊに基づいて、ＳＴＡ１０６ａは、上の式（
１）に従った時間に、肯定応答フレーム１０６０を送信する。ＥＯＦフィールド８１２ｊ
が１に設定されているので、肯定応答フレームはＳＴＡ１０６ａによって送信される。Ｓ
ＴＡ１０６ｂは次いで、遅延インジケータフィールド８１４ｋに基づいて、Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレーム９０５ｋの肯定応答を送信する。ＥＯＦフィールド８１２ｋが設定されてい
るので、肯定応答フレーム１０６５がブロック肯定応答フレームの代わりに送信される。
【０１３８】
　[00164]図１１Ａは、ワイヤレス通信の１つの例示的な方法のフローチャートである。
いくつかの態様では、プロセス１１００は、図２に関して上で示されたワイヤレスデバイ
ス２０２によって実行され得る。いくつかの態様では、プロセス１１００はＡＰ１０４に
よって実行され得る。
【０１３９】
　[00165]ブロック１１０５において、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデー
タユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームがワイヤレスデバイスによって生成される。Ａ－Ｍ
ＰＤＵフレームは、ブロック１１０５において生成された２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームを含む。Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの各々が受信機アドレスを含む。Ａ－ＭＰＤＵ
フレームは、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの各受信機アドレスと関連付けられる１つまた
は複数の肯定応答ポリシーに対する少なくとも１つの指示を備える。２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの各々は制御フィールドを含み、制御フィールドは、各々の対応するＡ
－ＭＰＤＵサブフレームに対する１つまたは複数の肯定応答ポリシーを示す。いくつかの
態様では、２つよりも多くのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがブロック１１０５において生成
される。いくつかの態様では、２つよりも多くの異なる肯定応答ポリシーは、ブロック１
１０５において生成されるＡ－ＭＰＤＵサブフレームによって示される。いくつかの態様
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では、Ａ－ＭＰＤＵフレーム内のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの２つ以上は、同じ受信機ア
ドレスを有するように生成され得る。いくつかの実施形態では、これらの肯定応答ポリシ
ーは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの各々において、制御フィールド、デリミタフィールド
、または制御フィールドとデリミタフィールドの組合せによって示され得る。
【０１４０】
　[00166]いくつかの態様では、肯定応答ポリシーを示す制御フィールドは、Ａ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの各々のＱｏＳ制御フィールド中の肯定応答ポリシー制御フィールドであ
る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のＱｏＳ制御フィールドのフ
ォーマットは、図７に示されるＱｏＳ制御フィールド６５５と実質的に一致し得る。
【０１４１】
　[00167]いくつかの態様では、ＱｏＳ制御フレームの肯定応答ポリシーフィールドは、
「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答」のような特定の値に設定され得る。
いくつかの態様では、この値は０ｂ００に対応する。その特定の値に設定される場合、肯
定応答ポリシーは、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームに対する肯定応答が、ある時間遅
延の後でＡ－ＭＰＤＵサブフレームの受信機によって送信されるべきであることを示す。
いくつかの態様では、その時間遅延は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームを含むＡ－ＭＰＤＵフ
レームの送信／受信からＳＩＦＳ時間後である。Ａ－ＭＰＤＵサブフレームに対して送信
される肯定応答の競合を減らすために、いくつかの態様では、生成されるＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの１つだけの肯定応答ポリシーは、「普通の肯定応答または暗黙的なブロック
肯定応答」のような特定の値に設定される。
【０１４２】
　[00168]いくつかのＡ－ＭＰＤＵサブフレーム中の肯定応答ポリシーフィールド７３０
は、「肯定応答なし」に設定され得る。「肯定応答なし」に設定される場合、受信機は、
対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームに肯定応答すべきではない。いくつかの態様では、「
肯定応答なし」の値は０ｂ１０に対応する。いくつかの態様では、肯定応答ポリシーフィ
ールドは「ブロック肯定応答」という値に設定され得る。いくつかの態様では、この値は
０ｂ１１に対応する。「ブロック肯定応答」に設定される場合、肯定応答ポリシーフィー
ルドは、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの受信機が後の時間にブロック肯定応答メッ
セージに対する要求を受信し得ることと、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答
のいずれもが、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含むＡ－ＭＰＤＵの受信が完了して
からＳＩＦＳ時間後に送信されるべきではないこととを、示す。
【０１４３】
　[00169]いくつかの態様では、肯定応答ポリシーはさらに、制御フィールド中の遅延イ
ンジケータフィールドによって示される。いくつかの態様では、遅延インジケータフィー
ルドは、ＭＰＤＵデリミタフィールドに含まれ得る。たとえば、遅延インジケータフィー
ルドは、図９ＡのＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂの遅延インジケータフィールド８
１４ｂによって示されるようなものであり得る。いくつかの他の態様では、遅延インジケ
ータフィールドは、図８のＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ａの遅延インジケータフィ
ールド８１４ａによって示されるようなものであり得る。いくつかの他の態様では、遅延
インジケータフィールドは、図９ＢのＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｃの遅延インジ
ケータフィールド８１４ｃによって示されるようなものであり得る。
【０１４４】
　[00170]遅延インジケータフィールドは、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームに肯定応
答する前に経過すべき遅延を示し得る。いくつかの態様では、遅延インジケータフィール
ドは、バックオフカウンタを示し得る。いくつかの態様では、遅延インジケータは、複数
のＳＩＦＳ時間または１つのＳＩＦＳ時間とカウンタ値とを足したものを表し得る。対応
するＡ－ＭＰＤＵサブフレームを受信するデバイスは、決定された遅延の値の分だけ肯定
応答の送信を遅らせることができる。いくつかの態様では、肯定応答ポリシーフィールド
が、上で論じられたような「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答」のような
特定の値に設定される場合、遅延インジケータフィールドは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム
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またはＡ－ＭＰＤＵフレームの受信／送信とフレームの肯定応答の送信時間との間の遅延
を示す。
【０１４５】
　[00171]いくつかの態様では、肯定応答ポリシーは、フレームの末尾（ＥＯＦ）フィー
ルドによって示される。たとえば、いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフィールドは
、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ａに実質的に従ったフォーマットの、ＭＰＤＵデリ
ミタフィールドを含み得る。これらの態様では、肯定応答ポリシーは、ＭＰＤＵデリミタ
８１０ａのＥＯＦフィールド８１２ａによって示され得る。いくつかの他の態様では、肯
定応答ポリシーは、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｃのＥＯＦフィールド８１２ｃに
よって示され得る。
【０１４６】
　[00172]ブロック１１１０において、Ａ－ＭＰＤＵフレームがワイヤレスデバイスによ
って送信される。１つまたは複数のアンテナを含むワイヤレスデバイスによって実行され
るとき、Ａ－ＭＰＤＵフレームは１つまたは複数のアンテナを使用して送信され得る。
【０１４７】
　[00173]いくつかの態様では、方法はさらに、ワイヤレスデバイスによって、Ａ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの１つによって示される受信機アドレスへ肯定応答に対する要求を送信
することを含む。いくつかの態様では、この要求はブロック肯定応答要求である。Ａ－Ｍ
ＰＤＵサブフレームによって示される肯定応答ポリシーがブロック肯定応答ポリシーを示
す場合、肯定応答に対する要求が送信され得る。ブロック１１１５において、肯定応答に
対する要求は、Ａ－ＭＰＤＵの送信からＳＩＦＳ時間よりも長い遅延の後に送信され得る
。この遅延は、送信されるＡ－ＭＰＤＵフレーム中の１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームが
肯定応答される機会を提供することができる。「普通の肯定応答または暗黙的なブロック
肯定応答」のような特定の値に設定された肯定応答ポリシーを伴うＡ－ＭＰＤＵサブフレ
ームは、この遅延の間に肯定応答され得る。
【０１４８】
　[00174]いくつかの態様では、方法はさらに、ワイヤレスデバイスによって、送信され
るＡ－ＭＰＤＵフレームに含まれるＡ－ＭＰＤＵサブフレームの１つまたは複数に対する
１つまたは複数の肯定応答を受信することを含む。いくつかの態様では、ブロック１１１
５において、これらの肯定応答の１つは、Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信の完了からＳＩＦ
Ｓ時間後に受信される。たとえば、「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答」
のような特定の値に設定された肯定応答ポリシーを伴うＡ－ＭＰＤＵフレーム、またはフ
レームの末尾指示セットを伴うＡ－ＭＰＤＵフレームが、この遅延の間に肯定応答され得
る。
【０１４９】
　[00175]いくつかの態様はさらに、上で論じられたように、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム
肯定応答のタイミングは、遅延インジケータフィールドを基礎とし得る。たとえば、いく
つかの態様では、（適切な８０２．１１規格の「普通の肯定応答または暗黙的なブロック
肯定応答」のような）特定の値に設定された肯定応答ポリシーを伴うＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームはまた、ブロック１１１５においてＡ－ＭＰＤＵフレームの送信が完了してからＳ
ＩＦＳ時間後にそのＡ－ＭＰＤＵサブフレームが肯定応答されるように、０または最小限
の遅延値に設定された遅延インジケータフィールドを有する必要がある。
【０１５０】
　[00176]上で説明されたように、ブロック肯定応答要求のようなワイヤレスデバイスに
よる明示的な肯定応答要求の送信に応答して、他のフレームが肯定応答され得る。
【０１５１】
　[00177]図１１Ｂは、ワイヤレス通信システム１００内で利用され得る例示的なワイヤ
レスデバイス１１５０の機能ブロック図である。デバイス１１５０は、Ａ－ＭＰＤＵフレ
ーム生成回路１１５５とＡ－ＭＰＤＵ送信回路１１６０とを備える。Ａ－ＭＰＤＵフレー
ム生成回路１１５５は、図１１Ａに示されたブロック１１０５に関して上で論じられた機
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能の１つまたは複数を実行するように構成され得る。Ａ－ＭＰＤＵフレーム生成回路１１
５５は、プロセッサ４０４および／またはＤＳＰ４２０および／または処理システムの１
つまたは複数に対応し得る。デバイス１１５０はさらに、Ａ－ＭＰＤＵフレーム送信回路
１１６０を備える。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵフレーム送信回路１１６０は、ブ
ロック１１１０に関して上で論じられた機能の１つまたは複数を実行するように構成され
得る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵフレーム送信回路１１６０は送信機４１０を含
み得る。いくつかの態様では、フレーム送信回路はさらに、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの
１つによって示される受信機アドレスへ肯定応答に対する要求を送信するように構成され
得る。いくつかの実装形態では、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える集約され
たメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを生成する
ための手段、および／または、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを生成するための手
段は、Ａ－ＭＰＤＵ生成フレーム回路１１５５を含み得る。いくつかの実装形態では、Ａ
－ＭＰＤＵフレームを送信するための手段はＡ－ＭＰＤＵ送信回路を備え得る。
【０１５２】
　[00178]いくつかの態様では、デバイス１１５０はさらに復号回路を備える。復号回路
は、Ａ－ＭＰＤＵフレーム生成回路１１５５によって生成されるＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムのフレームの末尾（ＥＯＦ）フィールドが０に設定される場合、Ａ－ＭＰＤＵサブフレ
ームに対するブロック肯定応答を復号するように構成され得る。いくつかの態様では、復
号回路は、プロセッサ４０４および／またはＤＳＰ４２０および／または処理システムの
１つまたは複数に対応し得る。いくつかの態様では、復号回路はさらに、Ａ－ＭＰＤＵフ
レーム生成回路１１５５によって生成されるＡ－ＭＰＤＵサブフレームのフレームの末尾
（ＥＯＦ）フィールドが設定される場合、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームに対する肯定応答を
復号するように構成され得る。いくつかの態様では、デバイス１１５０はさらに復号回路
を備える。復号回路は、Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅
延の後に受信される２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定
応答を復号することができる。いくつかの態様では、復号回路は、プロセッサ４０４もし
くはＤＳＰ４２０および／または処理システムに対応し得る。いくつかの実装形態では、
受信の肯定応答を復号するための手段は復号回路を含み得る。いくつかの態様では、デバ
イス１１５０はさらに値設定回路を備える。設定回路は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの肯
定応答ポリシーに従って、受信後に送られるべきフレームを示すための値をフレームの末
尾フィールドの中で設定するように構成され得る。いくつかの態様では、設定回路は、プ
ロセッサ４０４もしくはＤＳＰ４２０および／または処理システムに対応し得る。いくつ
かの実装形態では、フレームの末尾フィールドの値を設定するための手段は、設定回路を
備える。
【０１５３】
　[00179]図１２Ａは、ワイヤレス通信の１つの例示的な方法のフローチャートである。
いくつかの態様では、プロセス１２００は、図２に関して上で示されたワイヤレスデバイ
ス２０２によって実行され得る。いくつかの態様では、プロセス１２００はＳＴＡ１０６
によって実行され得る。
【０１５４】
　[00180]ブロック１２０５において、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデー
タユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームがワイヤレスデバイスによって受信される。Ａ－Ｍ
ＰＤＵフレームは、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含む。いくつかの態様では、
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは、上で論じられたフレーム９００ａ～ｄの１つのフォーマッ
トに実質的に従う。
【０１５５】
　[00181]ブロック１２１０において、Ａ－ＭＰＤＵフレームがワイヤレスデバイスによ
って復号される。いくつかの態様では、受信デバイスは、デバイスに宛てられるＡ－ＭＰ
ＤＵフレームに含まれるＡ－ＭＰＤＵサブフレームの１つまたは複数を特定する。いくつ
かの態様では、これは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの各々において指定される受信機アド
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レスをワイヤレスデバイスのローカルデバイスアドレスと比較することによって達成され
る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの１つまたは複数において指定され
る受信機アドレスは、ブロードキャストアドレスまたはマルチキャストアドレスである。
この場合、受信デバイスは、その受信機アドレスがＡ－ＭＰＤＵサブフレームのマルチキ
ャストアドレスによって示されるマルチキャストグループに含まれるかどうかを決定する
ことができる。
【０１５６】
　[00182]受信デバイスが受信機に宛てられるＡ－ＭＰＤＵサブフレームを特定すると、
受信デバイスは、受信機に宛てられたＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の肯定応答ポリシ
ーを決定することができる。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのＱｏＳ制
御フィールドの肯定応答ポリシーフィールドが「肯定応答なし」に設定される場合、特定
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのいずれの肯定応答も受信デバイスによって送信されない。
肯定応答ポリシーフィールドが「ブロック肯定応答」に設定される場合、Ａ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの受信が記憶され得るが、後続の肯定応答要求が受信されるまで、いずれの肯
定応答もデバイスによって送信されない。いくつかの態様において、受信される肯定応答
要求はブロック肯定応答要求である。
【０１５７】
　[00183]ＱｏＳ制御フィールドの肯定応答ポリシーフィールドが（適切な８０２．１１
規格の「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答」に対応する値のような）特定
の値に設定される場合、受信デバイスは、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信が完了してからＳ
ＩＦＳ時間後に肯定応答を送信することができる。いくつかの態様では、肯定応答の送信
時間はさらに、遅延インジケータフィールドに基づく。いくつかの態様では、遅延インジ
ケータフィールドは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて
提供される。たとえば、いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィールドは、図９Ｂに
示される、ＭＰＤＵデリミタフィールド８１０ｂのフォーマットに実質的に従い得る。い
くつかの態様では、遅延インジケータフィールドは、バックオフ値を示し得る。たとえば
、遅延インジケータフィールドは、対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームに肯定応答する前
に受信機が待機すべき、ＳＩＦＳ時間の倍数またはＳＩＦＳ時間の倍数＋定数値を示し得
る。
【０１５８】
　[00184]いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答ポリシーを決定す
ることは、フレームの末尾フィールドに基づき得る。いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリ
ミタフィールド８１０ａまたは８１０ｃに示されるように、フレームの末尾フィールドが
ＭＰＤＵデリミタフィールドに含まれる。いくつかの態様では、フレームの末尾フィール
ドが設定される場合、Ａ－ＭＰＤＵの肯定応答は、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信からＳＩ
ＦＳ時間後に送信される。いくつかの態様では、フレームの末尾フィールドがクリア（０
）である場合、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのいずれの肯定応答も、Ａ－ＭＰＤＵフレーム
の受信からＳＩＦＳ時間後に送信されなくてよい。
【０１５９】
　[00185]いくつかの態様はさらに、Ａ－ＭＰＤＵフレームに含まれるＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの１つまたは複数に対する肯定応答要求の受信を含む。たとえば、Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレームが「ブロック肯定応答」という肯定応答ポリシーを示す場合、受信機は、明
示的な肯定応答要求の受信までＡ－ＭＰＤＵサブフレームに肯定応答しない。受信される
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームに対する肯定応答要求とき、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定
応答は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームが受信されるかどうかに少なくとも基づいて送信され
得る。
【０１６０】
　[00186]図１２Ｂは、ワイヤレス通信システム１００内で利用され得る例示的なワイヤ
レスデバイス１２５０の機能ブロック図である。デバイス１２５０は、Ａ－ＭＰＤＵフレ
ーム受信回路１２５５とＡ－ＭＰＤＵフレーム復号回路１２６０とを備える。Ａ－ＭＰＤ
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Ｕフレーム受信回路１２５５は、図１２Ａに示されたブロック１２０５に関して上で論じ
られた機能の１つまたは複数を実行するように構成され得る。Ａ－ＭＰＤＵフレーム受信
回路１２５５は、受信機４１２の１つまたは複数に対応し得る。デバイス１２５０はさら
に、Ａ－ＭＰＤＵフレーム復号回路１２６０を備える。Ａ－ＭＰＤＵフレーム復号回路１
２６０は、図１２Ａに示されたブロック１２１０に関して上で論じられた機能の１つまた
は複数を実行するように構成され得る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵフレーム復号
回路１２６０はプロセッサ４０４に対応し得る。いくつかの実装形態では、集約されたメ
ディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを受信するため
の手段は、Ａ－ＭＰＤＵ受信フレーム回路１２５５を含み得る。いくつかの実装形態では
、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームに基づいて２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復
号するための手段、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレ
スを復号するための手段、または、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームから復号された２つ
以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの各々に対する復号された受信機アドレスに基づいて装置に宛てられると決定するため
の手段は、Ａ－ＭＰＤＵ復号回路１２６０を含み得る。
【０１６１】
　[00187]いくつかの態様では、デバイス１２５０はさらに復号回路を備える。復号回路
は、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームに基づいてＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号するよ
うに構成され得る。復号回路は、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームに基づいてＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームを復号するように構成され得る。復号回路は、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号するように構成され得る。復号回路は
、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中のＭＰＤＵデリミタフィー
ルドを復号するように構成され得る。いくつかの態様では、復号回路は、プロセッサ４０
４、ＤＳＰ４２０、および／または処理システムに対応し得る。いくつかの実装形態では
、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームを復号するための手段および受信機アドレスを復号するため
の手段は復号回路を含み得る。
【０１６２】
　[00188]いくつかの態様では、デバイス１２５０はさらに決定回路を備える。決定回路
は、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する復号された受信機アドレスに基
づいて、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームから復号された２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの少なくとも１つが装置に宛てられると決定するように構成され得る。決定回路は
また、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームの送信までに経過することにな
る時間遅延を、ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定するように構成
され得る。いくつかの態様では、決定回路は、プロセッサ４０４、ＤＳＰ４２０、および
／または処理システムに対応し得る。いくつかの実装形態では、決定するための手段が決
定回路を含み得る。
【０１６３】
　[00189]いくつかの態様では、デバイス１２５０はさらに肯定応答ポリシー復号回路を
備える。肯定応答ポリシー復号回路は、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対
応する１つまたは複数のフィールドの中の各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの受信機アドレス
と関連付けられる少なくとも１つの指示に基づいて、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの各々に対する肯定応答ポリシーを復号するように構成され得る。いくつかの態様では
、肯定応答復号回路はプロセッサ４０４に対応し得る。いくつかの実装形態では、肯定応
答ポリシーを復号するための手段は肯定応答復号回路を含み得る。
【０１６４】
　[00190]いくつかの態様では、デバイス１２５０はさらにフレームの末尾フィールド復
号回路を備える。フレームの末尾フィールド復号回路は、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの少なくとも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成さ
れてよく、この値は、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の肯定応答ポリシーの
ための受信の肯定応答に対する要求のタイプを示す。いくつかの態様では、フレームの末
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尾フィールド復号回路は、プロセッサ４０４、ＤＳＰ４２０、および／または処理システ
ムに対応し得る。いくつかの実装形態では、フレームの末尾フィールドを復号するための
手段はフレームの末尾フィールド復号回路を含み得る。
【０１６５】
　[00191]いくつかの態様では、デバイス１２５０はさらにフレーム生成回路を備える。
フレーム生成回路は、フレームの末尾フィールド中の値に基づいて、２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの少なくとも１つに対する肯定応答フレームまたはブロック肯定応答フ
レームを生成することができる。いくつかの態様では、フレームの末尾生成回路は、プロ
セッサ４０４、ＤＳＰ４２０、および／または処理システムに対応し得る。いくつかの実
装形態では、肯定応答フレームを生成するための手段は、フレーム生成回路を含み得る。
【０１６６】
　[00192]図１３Ａは、ワイヤレス通信の１つの例示的な方法のフローチャートである。
いくつかの態様では、プロセス１３００は、図２に関して上で示されたワイヤレスデバイ
ス２０２によって実行され得る。いくつかの態様では、プロセス１３００はＳＴＡ１０６
によって実行され得る。
【０１６７】
　[00193]ブロック１３０５において、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデー
タユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームがワイヤレスデバイスによって受信される。ブロッ
ク１３１０において、受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームが、ワイヤレスデバイスによって復号される。いくつかの態様では、復号されたＡ
－ＭＰＤＵサブフレームは、上で論じられたフレーム９００ａ～ｄの１つのフォーマット
に実質的に従う。
【０１６８】
　[00194]ブロック１３１５において、２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対
応する受信機アドレスが、ワイヤレスデバイスによって復号される。いくつかの態様では
、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの１つまたは複数において指定される受信機アドレスは、ブ
ロードキャストアドレスまたはマルチキャストアドレスである。この場合、受信デバイス
は、その受信機アドレスがＡ－ＭＰＤＵサブフレームのマルチキャストアドレスによって
示されるマルチキャストグループに含まれるかどうかを決定することができる。
【０１６９】
　[00195]いくつかの態様では、デバイス実行プロセス１３００は、復号された受信機ア
ドレスの各々を復号デバイスのローカルアドレスと比較することができる。Ａ－ＭＰＤＵ
サブフレームの１つまたは複数の中の受信機アドレスがローカル受信機アドレスと一致す
る場合、受信デバイスは次いで、受信されたＡ－ＭＰＤＵサブフレームをさらに復号する
ことができる。
【０１７０】
　[00196]受信デバイスが受信デバイスに宛てられるＡ－ＭＰＤＵサブフレームを特定す
ると、受信デバイスは、受信機に宛てられたＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の肯定応答
ポリシーを決定することができる。たとえば、いくつかの態様では、受信デバイスは、受
信機Ａ－ＭＰＤＵサブフレームによって示される肯定応答ポリシーを復号することができ
る。いくつかの態様では、肯定応答ポリシーは、制御フィールド中の肯定応答ポリシーフ
ィールド、ＭＰＤＵデリミタフィールド中の遅延インジケータフィールド、および／また
はＭＰＤＵデリミタフィールドに含まれるフレームの末尾フィールドの１つまたは複数に
よって示され得る。
【０１７１】
　[00197]いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのＱｏＳ制御フィールドの肯
定応答ポリシーフィールドが「肯定応答なし」に対応する値に設定される場合、特定のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームのいずれの肯定応答も受信デバイスによって送信されない。肯定
応答ポリシーフィールドが「ブロック肯定応答」に設定される場合、Ａ－ＭＰＤＵサブフ
レームの受信が記憶され得るが、後続の肯定応答要求が受信されるまで、いずれの肯定応
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答も送信されない。いくつかの態様において、受信される肯定応答要求はブロック肯定応
答要求である。
【０１７２】
　[00198]ＱｏＳ制御フィールドの肯定応答ポリシーフィールドが特定の値に設定される
場合、いくつかの態様では、特定の値は、適切な８０２．１１規格によって定義されるよ
うな「普通の肯定応答または暗黙的なブロック肯定応答」の値に対応し）、受信デバイス
は、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信が完了してからＳＩＦＳ時間後に肯定応答を送信するこ
とができる。いくつかの態様では、肯定応答の送信時間はさらに、遅延インジケータフィ
ールドに基づく。いくつかの態様では、遅延インジケータフィールドは、Ａ－ＭＰＤＵサ
ブフレームのＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて提供される。たとえば、いくつかの態
様では、ＭＰＤＵデリミタフィールドは、図９Ｂに示される、ＭＰＤＵデリミタフィール
ド８１０ｂのフォーマットに実質的に従い得る。いくつかの態様では、遅延インジケータ
フィールドは、バックオフ値を示し得る。たとえば、遅延インジケータフィールドは、対
応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームに肯定応答する前に受信機が待機すべき、ＳＩＦＳ時間
の倍数またはＳＩＦＳ時間の倍数＋定数値を示し得る。
【０１７３】
　[00199]いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答ポリシーを決定す
ることは、フレームの末尾フィールドに基づき得る。いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリ
ミタフィールド８１０ａまたは８１０ｃに示されるように、フレームの末尾フィールドが
ＭＰＤＵデリミタフィールドに含まれる。いくつかの態様では、フレームの末尾フィール
ドが設定される場合、Ａ－ＭＰＤＵの肯定応答は、Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信からＳＩ
ＦＳ時間後に送信される。いくつかの態様では、フレームの末尾フィールドがクリア（０
）である場合、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのブロック肯定応答が、Ａ－ＭＰＤＵフレーム
の受信からＳＩＦＳ時間後に送信され得る。いくつかの他の態様では、フレームの末尾フ
ィールドがクリア（０）である場合、いずれの肯定応答もＡ－ＭＰＤＵフレームの受信か
らＳＩＦＳ時間後に送信されない。
【０１７４】
　[00200]いくつかの態様はさらに、Ａ－ＭＰＤＵフレームに含まれるＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの１つまたは複数に対する肯定応答要求の受信を含む。たとえば、いくつかの態
様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームが「ブロック肯定応答」という肯定応答ポリシーを示
す場合、受信機は、明示的なブロック肯定応答要求の受信までＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
に肯定応答しない。受信されるＡ－ＭＰＤＵサブフレームに対する肯定応答要求とき、Ａ
－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームが受信されるかどうか
に少なくとも基づいて送信され得る。
【０１７５】
　[00201]図１３Ｂは、ワイヤレス通信システム１００内で利用され得る例示的なワイヤ
レスデバイス１３５０の機能ブロック図である。デバイス１３５０は、Ａ－ＭＰＤＵフレ
ーム受信回路１３５５と、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム復号回路１３６０と、受信機アドレ
ス復号回路１３６５とを備える。Ａ－ＭＰＤＵフレーム受信回路１３５５は、図１３Ａに
示されたブロック１３０５に関して上で論じられた機能の１つまたは複数を実行するよう
に構成され得る。Ａ－ＭＰＤＵフレーム受信回路１３５５は、受信機４１２の１つまたは
複数に対応し得る。デバイス１３５０はさらに、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム復号回路１３
６０を備える。Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム復号回路１３６０は、図１３Ａに示されたブロ
ック１３１０に関して上で論じられた機能の１つまたは複数を実行するように構成され得
る。いくつかの態様では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム復号回路１３６０は、１つのＡ－Ｍ
ＰＤＵサブフレームの肯定応答ポリシーを復号するように構成され得る。いくつかの態様
では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム復号回路１３６０はさらに、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム
中のフレームの末尾フィールドを復号するように構成され得る。いくつかの態様では、Ａ
－ＭＰＤＵサブフレーム復号回路１３６０は、プロセッサ４０４、および／またはＤＳＰ
４２０、および／または処理システムに対応し得る。デバイス１３５０はさらに、受信機
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アドレス復号回路１３６５を備える。受信機アドレス復号回路１３６５は、図１３Ａに示
されたブロック１３１５に関して上で論じられた機能の１つまたは複数を実行するように
構成され得る。いくつかの態様では、受信機アドレス復号回路１３６５は、プロセッサ４
０４、および／またはＤＳＰ４２０、および／または処理システムに対応し得る。
【０１７６】
　[00202]いくつかの態様では、デバイス１３５０はさらに決定回路を含み得る。いくつ
かの態様では、決定回路はさらに、制御フレームを送信するための時間遅延を決定するよ
うに構成され得る。決定回路は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのＡ－ＭＰＤＵデリミタフィ
ールドに基づいて、制御フレームを送信するための時間遅延を決定するように構成され得
る。いくつかの態様では、決定回路は、プロセッサ４０４、および／またはＤＳＰ４２０
、および／または処理システムに対応し得る。
【０１７７】
　[00203]デバイス１３５０のいくつかの態様はさらに送信回路を含み得る。送信回路は
、肯定応答ポリシーが特定の値に設定される場合、制御フレームを送信するように構成さ
れ得る。いくつかの態様では、送信回路は送信機４１０に対応し得る。
【０１７８】
　[00204]いくつかの態様では、デバイス１３５０はさらに受信回路を含み得る。受信回
路は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームのための肯定応答に対する要求を受信するように構成さ
れ得る。いくつかの態様では、受信回路は受信機４１２に対応し得る。
【０１７９】
　[00205]本明細書で使用される「決定すること」という用語は、多種多様な活動を包含
する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること、導
出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベース、または
別のデータ構造の中で探索すること）、確認することなどを含み得る。また、「決定する
こと」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（たとえ
ば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決定すること」は
、解決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを含み得る。さらに、
本明細書で使用される「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を包含することがあ
り、または帯域幅と呼ばれることもある。
【０１８０】
　[00206]本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」に言及する
句は、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、
ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａと、ｂと、ｃと、ａ－ｂと、ａ－ｃと、ｂ
－ｃと、ａ－ｂ－ｃとを包含することが意図される。
【０１８１】
　[00207]上で説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフ
トウェアコンポーネント、回路、ならびに／あるいはモジュールのような、それらの動作
を実施することが可能な任意の好適な手段によって実行され得る。一般に、図に示される
任意の動作は、その動作を実行することが可能な対応する機能的手段によって実行され得
る。
【０１８２】
　[00208]本明細書で使用される場合、インターフェースという用語は、２つ以上のデバ
イスを一緒に接続するように構成されるハードウェアまたはソフトウェアを指し得る。た
とえば、インターフェースは、プロセッサまたはバスの一部であってよく、デバイス間で
の情報またはデータの通信を可能にするように構成されてよい。インターフェースは、チ
ップまたは他のデバイスへと組み込まれ得る。たとえば、いくつかの実施形態では、イン
ターフェースは、あるデバイスからの情報または通信を別のデバイスにおいて受信するよ
うに構成される受信機を備え得る。（たとえば、プロセッサまたはバスの）インターフェ
ースは、フロントエンドデバイスまたは別のデバイスによって処理される情報またはデー
タを受信することができ、または受信された情報を処理することができる。いくつかの実
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施形態では、インターフェースは、情報またはデータを別のデバイスに送信または通信す
るように構成される送信機を備え得る。したがって、インターフェースは、情報またはデ
ータを送信することができ、または、（たとえば、バスを介した）送信のために出力する
情報またはデータを準備することができる。
【０１８３】
　[00209]本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、本明細書で説明された機能を実行するように設計された、汎用プロセッサ、デ
ジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプロ
グラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル論理デバイス（Ｐ
ＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント、また
はそれらの任意の組合せによって実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプ
ロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントロ
ーラ、マイクロコントローラまたは状態機械であり得る。また、プロセッサは、コンピュ
ーティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数の
マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、ある
いは任意の他のそのような構成として実装され得る。
【０１８４】
　[00210]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上
に記憶され得るか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、
コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしく
は他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログ
ラムコードを搬送または記憶するために使用されコンピュータによってアクセスされ得る
、任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続が、適切にコンピュータ可読媒体と呼ば
れる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ソフトウェアがウェブサイト、サーバまたは他の遠隔ソースから伝送される場合、同軸
ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、および
マイクロ波などワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザー
ディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）
（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標
）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生
し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつか
の態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば有形媒
体）を備え得る。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピ
ュータ可読媒体（たとえば信号）を備え得る。上の組合せも、コンピュータ可読媒体の範
囲の中に含まれるべきである。
【０１８５】
　[00211]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実行するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
製品は、命令が記憶（および／または符号化）され、それらの命令が本明細書で説明され
た動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である、コンピュ
ータ可読媒体を備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケ
ージング材料を含み得る。
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【０１８６】
　[00212]本明細書で開示されている方法は、説明されている方法を達成するための１つ
または複数のステップまたは活動を備える。本方法のステップおよび／または活動は、特
許請求の範囲を逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたは活
動の特定の順序が明記されていない限り、特定のステップおよび／または活動の順序およ
び／または使用は、特許請求の範囲を逸脱することなく修正され得る。
【０１８７】
　[00213]ソフトウェアまたは命令は、伝送媒体を介して送信されることもある。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用
して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術が、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１８８】
　[00214]さらに、本明細書で説明される方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局によ
ってダウンロードされ得ること、および／または他の方法で取得され得ることを理解され
たい。たとえば、本明細書で説明される方法を実行するための手段の転送を容易にするた
めに、そのようなデバイスはサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明される様
々な方法は、ユーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは
提供すると様々な方法を取得することができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）
を介して提供され得る。さらに、本明細書で説明される方法と技法とをデバイスに提供す
るための任意の他の適切な技法が利用され得る。
【０１８９】
　[00215]特許請求の範囲は、上で示された通りの厳密な構成およびコンポーネントに限
定されないことを理解されたい。上で説明された方法および装置の配置、動作および詳細
には、特許請求の範囲を逸脱することなく、様々な修正、変更および変形が加えられ得る
。
【０１９０】
　[00216]上記の説明は、本開示の態様を対象としたものであるが、本開示の基本的な範
囲を逸脱することなく、本開示の他の態様およびさらなる態様も考案されてよく、本開示
の範囲は、以下の特許請求の範囲によって決定される。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月15日(2016.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置によって、２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット
（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することと、ここに
おいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、
前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付
けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備え、前記
２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つがさらに、メディアアクセス制御
プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、前記ＭＰＤＵデリミ
タフィールドが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信
から前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの肯定応答が送信さ
れるまでに経過することになる時間遅延を示す値を記憶する、
　送信のために前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを出力することとを備える、ワイヤレス通信の
方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーが、前記Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの対応する
１つまたは複数の制御フィールドにおいて示される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フレームが
送信されるべきであることを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレーム間
空間時間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることを示す、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記１つまた
は複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つが特定の値に設定される場合に前記制御
応答フレームが送信されるべきであることを示す、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤＵデリミ
タフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおい
ても示されるバックオフ値に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間または定数値の少なくとも１つに基づく、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成することが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの少なくとも１つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフィールドの
少なくとも１つにおいて、受信の肯定応答に対する要求を生成することを備え、前記フレ
ームの末尾フィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受信の肯定応
答に対する前記要求のタイプを決定する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後に、前記２
つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信の前記肯定応答を受信す
ることをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つのための受信の肯定応
答に対する前記要求の前記タイプが肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ
以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つにおいて前記フレームの末尾フィ
ールドの前記値を設定することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つのための受信の肯定応
答に対する前記要求の前記タイプがブロック肯定応答フレームであることを示すように、
前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つにおいて前記フレームの
末尾フィールドの前記値を設定することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成される処理システム
と、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここ
において、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレ
スと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を
備え、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが、メディアアクセス
制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、前記処理システ
ムが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信から前記２
つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの肯定応答が送信のために出力
されるまでに経過することになる時間遅延を示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記
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憶された値を設定するように構成される、
　送信のために前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを出力するためのインターフェースとを備える
、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの対応する１つ
または複数の制御フィールドにおいて前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーを示すよう
に構成される、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フレームが
送信されるべきであることを示す、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレーム間
空間時間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることを示す、請求項１４に
記載の装置。
【請求項１６】
　前記処理システムがさらに、前記制御応答フレームが送信のために出力されるべきであ
ることを示すように、前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つを特
定の値に設定するように構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤＵデリミ
タフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおい
ても示されるバックオフ値に基づく、請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間または定数値の少なくとも１つに基づく、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１
つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフィールドの少なくとも１つに
おいて、受信の肯定応答に対する要求を生成するように構成され、前記フレームの末尾フ
ィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受信の肯定応答に対する前
記要求のタイプを決定する、請求項１２に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理システムがさらに、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時
間以上の遅延の後に受信される、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なく
とも１つの受信の前記肯定応答を復号するように構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つのための受信の肯定応答に対する前記要求の前記タイプが肯定応答フレームである
ことを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中
の前記フレームの末尾フィールドの前記値を設定し、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームの前記少なくとも１つに対する受信された肯定応答フレームを復号するように構成
される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つのための受信の肯定応答に対する前記要求の前記タイプがブロック肯定応答フレー
ムであることを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも
１つの中の前記フレームの末尾フィールドの前記値を設定し、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対する受信されたブロック肯定応答フレームを復
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号するように構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　少なくとも１つのアンテナと、
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成される処理システム
と、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここ
において、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレ
スと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を
備え、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが、メディアアクセス
制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、前記処理システ
ムが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信から前記２
つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの肯定応答が送信のために出力
されるまでに経過することになる時間遅延を示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記
憶された値を設定するように構成される、
　前記少なくとも１つのアンテナを使用して前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するように
構成される送信機とを備える、ワイヤレス通信のためのワイヤレスノード。
【請求項２４】
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するための手段と、ここにおいて、
各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、前記Ａ－
ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる
１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備え、前記２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つがさらに、メディアアクセス制御プロトコ
ルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成
するための前記手段が、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つ
の受信から対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答が送信されるまでに経過するこ
とになる時間遅延を示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶された値を設定するよ
うに構成される、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するための手段とを備える、装置。
【請求項２５】
　Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの
対応する１つまたは複数の制御フィールドにおいて前記１つまたは複数の肯定応答ポリシ
ーを示すように構成される、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フレームが
送信されるべきであることを示す、請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレーム間空間時
間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることをさらに示す、請求項２６に
記載の装置。
【請求項２８】
　Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信
の後に前記制御応答フレームが送信のために出力されるべきであることをさらに示すよう
に、前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つを特定の値に設定する
ように構成される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤＵデリミ
タフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおい
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ても示されるバックオフ値に基づく、請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間または定数値の少なくとも１つに基づく、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームの少なくとも１つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフ
ィールドの少なくとも１つにおいて、受信の肯定応答に対する要求を生成することを備え
、前記フレームの末尾フィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受
信の肯定応答に対する前記要求のタイプを決定する、請求項２４に記載の装置。
【請求項３２】
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後に受信され
る、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信の肯定応答を
復号するための手段をさらに備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つのための受信の肯定応答に対す
る要求のタイプが肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記フレームの末尾フィールドの値を設定す
るための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つに対す
る受信された肯定応答フレームを復号するための手段とをさらに備える、請求項３１に記
載の装置。
【請求項３４】
　２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つのための受信の肯定応答に対す
る要求のタイプがブロック肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ以上のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記フレームの末尾フィールドの値
を設定するための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１
つに対する受信されたブロック肯定応答フレームを復号するための手段とをさらに備える
、請求項３１に記載の装置。
【請求項３５】
　実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させる命令が符号化された、コンピ
ュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記方法が、
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することと、ここにおいて、各Ａ－
ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、前記Ａ－ＭＰＤ
Ｕは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる１つまたは複数
の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備え、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームの少なくとも１つがさらに、メディアアクセス制御プロトコルデータユニッ
ト（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための手段
が、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信から対応する
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答が送信されるまでに経過することになる時間遅延を
示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶された値を設定するように構成される、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信することとを備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項３６】
　装置によって、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰ
ＤＵ）フレームを受信することと、
　前記装置によって、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームを復号することと、
　前記装置によって、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機
アドレスを復号することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アドレ
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スに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号することと、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームを送信のために出力するまでに
経過することになる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値か
ら決定することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定
応答ポリシーに基づいて、前記時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信のた
めに出力することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項３７】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つのフィール
ドにおいて各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少なくと
も１つの指示に基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－Ｍ
ＰＤＵサブフレームの各々に対応する１つまたは複数の肯定応答ポリシーを復号すること
をさらに備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少なくとも１つのフィールドが
特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィールドの前記特定の値に基づい
てフレームを生成することと、前記フレームを送信のための出力することとをさらに備え
る、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくとも
１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号することをさらに備え、ここ
において、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、送信のために生成
され出力される前記フレームが肯定応答フレームである、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくとも
１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号することをさらに備え、ここ
において、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、送信のために生成
され出力される前記フレームがブロック肯定応答フレームである、請求項３８に記載の方
法。
【請求項４１】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
フィールド中の値を復号することと、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対
する要求のタイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記復号された値が１である場合、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信に肯定応答する肯定応答フレーム
を生成することと、
　前記肯定応答フレームを送信のために出力することとをさらに備える、請求項３７に記
載の方法。
【請求項４２】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
フィールド中の値を復号することと、前記復号された値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの受信の肯定応答
に対する要求のタイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記復号された値が０である場合、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信に肯定応答するブロック肯定応答
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フレームを生成することと、
　前記ブロック肯定応答フレームを送信のために出力することとをさらに備える、請求項
３７に記載の方法。
【請求項４３】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記値がバックオフ値である、請求
項３６に記載の方法。
【請求項４４】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間または定数値の少なくとも１つに基づく、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を生成す
ることと、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する前記１つまたは複
数の肯定応答ポリシーに基づいて、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短い時間間フレ
ーム空間時間以上の遅延の後に、受信の前記肯定応答を送信のために出力することとをさ
らに備える、請求項３７に記載の方法。
【請求項４６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム
を受信し、
　　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号
し、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号し
、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アド
レスに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定し、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号し、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームの送信までに経過することにな
る時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定し、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の肯定応答ポリシーに基づいて、前記
時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信のために生成する
　ように構成される処理システムを備える、装置。
【請求項４７】
　前記処理システムがさらに、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つのフィール
ドにおいて各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少なくと
も１つの指示に基づいて、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの
前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する肯定応答ポリシーを復号するよ
うに構成される、請求項４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少
なくとも１つのフィールドが特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィー
ルドの前記特定の値に基づいてフレームを生成し、前記フレームを送信のための出力する
ように構成される、請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記処理システムがさらに、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレー
ムの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくと
も１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記
処理システムがさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、前記



(62) JP 2016-533675 A 2016.10.27

フレームを送信のために肯定応答フレームとして生成するように構成される、請求項４８
に記載の装置。
【請求項５０】
　前記処理システムがさらに、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレー
ムの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少なくと
も１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記
処理システムがさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、前記
フレームを送信のためにブロック肯定応答フレームとして生成するように構成される、請
求項４８に記載の装置。
【請求項５１】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記値は前記
２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定
応答に対する要求のタイプを示す、さらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が
１である場合、送信のために肯定応答フレームを生成するように構成される、請求項４７
に記載の装置。
【請求項５２】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記値は前記
２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定
応答に対する要求のタイプを示す、さらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が
０である場合、送信のためにブロック肯定応答フレームを生成するように構成される、請
求項４７に記載の装置。
【請求項５３】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記値がバックオフ値である、請求
項４６に記載の装置。
【請求項５４】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記バックオフ値が、短フレーム間
空間時間または定数値の少なくとも１つに基づく、請求項５３に記載の装置。
【請求項５５】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応す
る前記肯定応答ポリシーに基づいて、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間
空間時間以上の遅延の後で前記装置に宛てられる、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレーム
の前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を送信の
ために生成するように構成される、請求項４７に記載の装置。
【請求項５６】
　ワイヤレス通信のためのワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　前記アンテナを介して集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ
－ＭＰＤＵ）フレームを受信するように構成される受信機と、
　　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームと、前
記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスとを復号し、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アド
レスに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの少なくとも１つが前記ワイヤレスノードに宛てられると決定し、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号し、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームの送信までに経過することにな
る時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定し、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の肯定応答ポリシーに基づいて、前記



(63) JP 2016-533675 A 2016.10.27

時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信のために生成する
　ように構成される処理システムとを備える、ワイヤレスノード。
【請求項５７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム
を受信するための手段と、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームに基づいて２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
を復号するための手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号する
ための手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アドレ
スに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームから復号された前記２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定するための手段と
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号するための手段
と、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームの送信までに経過することにな
る時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定するための
手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の肯定応答ポリシーに基づいて、前記
時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項５８】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つのフィール
ドの中の各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少なくとも
１つの指示に基づいて、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する肯定応
答ポリシーを復号するための手段をさらに備える、請求項５７に記載の装置。
【請求項５９】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少なくとも１つのフィールドが
特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィールドの前記特定の値に基づい
てフレームを生成するための手段と、前記フレームを送信するための手段とをさらに備え
る、請求項５８に記載の装置。
【請求項６０】
　復号するための前記手段がさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少
なくとも１つの中の前記少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値
を復号するように構成され、生成するための前記手段が、肯定応答フレームを生成するよ
うに構成され、送信するための前記手段がさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前
記値が１である場合、前記肯定応答フレームを前記フレームとして送信するように構成さ
れる、請求項５９に記載の装置。
【請求項６１】
　復号するための前記手段がさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少
なくとも１つの中の前記少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値
を復号するように構成され、生成するための前記手段が、肯定応答フレームを生成するよ
うに構成され、送信するための前記手段がさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前
記値が０である場合、ブロック肯定応答フレームを前記フレームとして送信するように構
成される、請求項５９に記載の装置。
【請求項６２】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
フィールド中の値を復号するための手段と、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを
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示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対する肯定応答フレームを生成するための手段と
、
　前記肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備える、請求項５８に記載の装
置。
【請求項６３】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレームの末尾
フィールド中の値を復号するための手段と、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求のタイプを
示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対するブロック肯定応答フレームを生成するため
の手段と、
　前記ブロック肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備える、請求項５８に
記載の装置。
【請求項６４】
　前記ＭＰＤＵデリミタフィールド中の前記値がバックオフ値である、請求項５７に記載
の装置。
【請求項６５】
　短フレーム間空間時間または定数値の少なくとも１つに基づく、前記ＭＰＤＵデリミタ
フィールドに記憶されている前記バックオフ値、請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答を生成す
るための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つに対す
る前記肯定応答ポリシーがブロック肯定応答ポリシーを示す場合、前記Ａ－ＭＰＤＵフレ
ームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後で、受信の前記肯定応答を送信する
ための手段とをさらに備える、請求項５８に記載の装置。
【請求項６７】
　実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させる命令が符号化された、コンピ
ュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記方法が、
　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム
を受信することと、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号す
ることと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号する
ことと、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少
なくとも１つが前記装置に宛てられると決定することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号することと、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から肯定応答フレームを送信のために出力するまでに
経過することになる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値か
ら決定することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定
応答ポリシーに基づいて、前記時間遅延が経過した後に肯定応答フレームを送信のために
出力することと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項６８】
　前記装置によって、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース送信機ア
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ドレスを示すために、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機アドレス
フィールドを設定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６９】
　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース
送信機アドレスを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機
アドレスフィールドを設定するように構成される、請求項１２に記載の装置。
【請求項７０】
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース送信機アドレスを示すために
、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機アドレスフィールドを設定す
るための手段をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９０】
　[00216]上記の説明は、本開示の態様を対象としたものであるが、本開示の基本的な範
囲を逸脱することなく、本開示の他の態様およびさらなる態様も考案されてよく、本開示
の範囲は、以下の特許請求の範囲によって決定される。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　装置によって、２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユ
ニット（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することと、
ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにお
いて、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと
関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備え
る、
　送信のために前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを出力することとを備える、ワイヤレス通信の
方法。
[Ｃ２]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーが、前記Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの対
応する１つまたは複数の制御フィールドにおいて示される、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フレ
ームが送信されるべきであることを示す、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記２
つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレ
ーム間空間時間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることを示す、Ｃ３に
記載の方法。
[Ｃ５]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記１
つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つが特定の値に設定される場合に前
記制御応答フレームが送信されるべきであることを示す、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ６]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つがさらに、メディア
アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、前記Ｍ
ＰＤＵデリミタフィールドが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくと
も１つの受信から前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの肯定
応答が送信されるまでに経過することになる時間遅延を示す値を記憶する、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ７]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤＵ
デリミタフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィールド
においても示されるバックオフ値に基づく、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フレ
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ーム間空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、Ｃ７に記載の方法。
[Ｃ９]　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成することが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの少なくとも１つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフィー
ルドの少なくとも１つにおいて、受信の肯定応答に対する要求を生成することを備え、前
記フレームの末尾フィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受信の
肯定応答に対する前記要求のタイプを決定する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後に
、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信の前記肯定応答
を受信することをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つのための受信
の肯定応答に対する前記要求の前記タイプが肯定応答フレームであることを示すように、
前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つにおいて前記フレームの
末尾フィールドの前記値を設定することをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つのための受信
の肯定応答に対する前記要求の前記タイプがブロック肯定応答フレームであることを示す
ように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つにおいて前記フ
レームの末尾フィールドの前記値を設定することをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１３]　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－
ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成される処理
システムと、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さら
に、ここにおいて、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信
機アドレスと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つ
の指示を備える、
　送信のために前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを出力するためのインターフェースとを備える
、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１４]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの対応
する１つまたは複数の制御フィールドにおいて前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーを
示すように構成される、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ１５]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フ
レームが送信されるべきであることを示す、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ１６]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つがさらに、前記
２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フ
レーム間空間時間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることを示す、Ｃ１
５に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記処理システムがさらに、前記制御応答フレームが送信のために出力される
べきであることを示すように、前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも
１つを特定の値に設定するように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが、メディアアク
セス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、前記処理シ
ステムが、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信から前
記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの肯定応答が送信のために
出力されるまでに経過することになる時間遅延を示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールド
に記憶された値を設定するように構成される、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤ
Ｕデリミタフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィール
ドにおいても示されるバックオフ値に基づく、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フ
レーム間空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少な
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くとも１つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポリシーフィールドの少なくと
も１つにおいて、受信の肯定応答に対する要求を生成するように構成され、前記フレーム
の末尾フィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の値が、受信の肯定応答に
対する前記要求のタイプを決定する、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記処理システムがさらに、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム
間空間時間以上の遅延の後に受信される、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前
記少なくとも１つの受信の前記肯定応答を復号するように構成される、Ｃ２１に記載の装
置。
[Ｃ２３]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記
少なくとも１つのための受信の肯定応答に対する前記要求の前記タイプが肯定応答フレー
ムであることを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも
１つの中の前記フレームの末尾フィールドの前記値を設定し、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対する受信された肯定応答フレームを復号するよ
うに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記
少なくとも１つのための受信の肯定応答に対する前記要求の前記タイプがブロック肯定応
答フレームであることを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少
なくとも１つの中の前記フレームの末尾フィールドの前記値を設定し、前記２つ以上のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つに対する受信されたブロック肯定応答フレ
ームを復号するように構成される、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２５]　少なくとも１つのアンテナと、
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成される処理システム
と、ここにおいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここ
において、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレ
スと関連付けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を
備える、
　前記少なくとも１つのアンテナを使用して前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するように
構成される送信機とを備える、ワイヤレス通信のためのワイヤレスノード。
[Ｃ２６]　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－
ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するための手段と、ここに
おいて、各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、
前記Ａ－ＭＰＤＵフレームは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付
けられる１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備える、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するための手段とを備える、装置。
[Ｃ２７]　Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記Ａ－ＭＰＤＵサブフ
レームの対応する１つまたは複数の制御フィールドにおいて前記１つまたは複数の肯定応
答ポリシーを示すように構成される、Ｃ２６に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの少なくとも１つが、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信の後で、制御応答フ
レームが送信されるべきであることを示す、Ｃ２６に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つが、前記２つ以
上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを備える前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から短フレーム
間空間時間後に、前記制御応答フレームが送信されるべきであることをさらに示す、Ｃ２
８に記載の装置。
[Ｃ３０]　Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記Ａ－ＭＰＤＵフレー
ムの受信の後に前記制御応答フレームが送信のために出力されるべきであることをさらに
示すように、前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの前記少なくとも１つを特定の値に
設定するように構成される、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つがさらに、メディ
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アアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、Ａ－
ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムの前記少なくとも１つの受信から対応するＡ－ＭＰＤＵサブフレームの肯定応答が送信
されるまでに経過することになる時間遅延を示す、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記
憶された値を設定するように構成される、Ｃ２６に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの前記ＭＰＤ
Ｕデリミタフィールドによって示される前記時間遅延が、前記ＭＰＤＵデリミタフィール
ドにも示されるバックオフ値に基づく、Ｃ３１に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドにおいて示される前記バックオフ値が、短フ
レーム間空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを生成するための前記手段が、前記２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの中の、フレームの末尾フィールドと肯定応答ポ
リシーフィールドの少なくとも１つにおいて、受信の肯定応答に対する要求を生成するこ
とを備え、前記フレームの末尾フィールドまたは前記肯定応答ポリシーフィールドの中の
値が、受信の肯定応答に対する前記要求のタイプを決定する、Ｃ２６に記載の装置。
[Ｃ３５]　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後に
受信される、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信の肯
定応答を復号するための手段をさらに備える、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３６]　２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つのための受信の肯定応
答に対する要求のタイプが肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ以上のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記フレームの末尾フィールドの値
を設定するための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１
つに対する受信された肯定応答フレームを復号するための手段とをさらに備える、Ｃ３４
に記載の装置。
[Ｃ３７]　２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つのための受信の肯定応
答に対する要求のタイプがブロック肯定応答フレームであることを示すように、前記２つ
以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記フレームの末尾フィー
ルドの値を設定するための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少な
くとも１つに対する受信されたブロック肯定応答フレームを復号するための手段とをさら
に備える、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３８]　実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させる命令が符号化された
、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記方法が、
　２つ以上の集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ
）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することと、ここにおいて、各Ａ－
ＭＰＤＵサブフレームは受信機アドレスを備え、さらに、ここにおいて、前記Ａ－ＭＰＤ
Ｕは各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる１つまたは複数
の肯定応答ポリシーのための少なくとも１つの指示を備える、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信することとを備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３９]　装置によって、集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（
Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを受信することと、
　前記装置によって、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームを復号することと、
　前記装置によって、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機
アドレスを復号することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アドレ
スに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定することとを備える、ワイヤレ
ス通信の方法。
[Ｃ４０]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つの
フィールドにおいて各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる
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少なくとも１つの指示に基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上
のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する１つまたは複数の肯定応答ポリシーを復号
することをさらに備える、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４１]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少なくとも１つのフィ
ールドが特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィールドの前記特定の値
に基づいてフレームを生成することと、前記フレームを送信のための出力することとをさ
らに備える、Ｃ４０に記載の方法。
[Ｃ４２]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少
なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号することをさらに備
え、ここにおいて、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、送信のた
めに生成され出力される前記フレームが肯定応答フレームである、Ｃ４１に記載の方法。
[Ｃ４３]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記少
なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号することをさらに備
え、ここにおいて、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、送信のた
めに生成され出力される前記フレームがブロック肯定応答フレームである、Ｃ４１に記載
の方法。
[Ｃ４４]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレー
ムの末尾フィールド中の値を復号することと、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＤＰＵサ
ブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーのための受信の肯定
応答に対する要求のタイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記復号された値が１である場合、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信に肯定応答する肯定応答フレーム
を生成することと、
　前記肯定応答フレームを送信のために出力することとをさらに備える、Ｃ４０に記載の
方法。
[Ｃ４５]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレー
ムの末尾フィールド中の値を復号することと、前記復号された値は、前記２つ以上のＡ－
ＭＤＰＵサブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定応答ポリシーの受信の
肯定応答に対する要求のタイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記復号された値が０である場合、前記２つ以上の
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの受信に肯定応答するブロック肯定応答
フレームを生成することと、
　前記ブロック肯定応答フレームを送信のために出力することとをさらに備える、Ｃ４０
に記載の方法。
[Ｃ４６]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号するこ
とと、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から前記肯定応答フレームを送信のために出力するま
でに経過することになる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている
値から決定することと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する前記１つまたは複数の肯定
応答ポリシーに基づいて、前記時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信のた
めに出力することとをさらに備える、Ｃ４４に記載の方法。
[Ｃ４７]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記値がバックオフ値であ
る、Ｃ４６に記載の方法。
[Ｃ４８]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記バックオフ値が、短フ
レーム間空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、Ｃ４７に記載の方法。
[Ｃ４９]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答
を生成することと、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する前記１つ
または複数の肯定応答ポリシーに基づいて、前記Ａ－ＭＤＰＵフレームの送信から短い時
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間間フレーム空間時間以上の遅延の後に、受信の前記肯定応答を送信のために出力するこ
ととをさらに備える、Ｃ４０に記載の方法。
[Ｃ５０]　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）
フレームを受信し、
　　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号
し、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号し
、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アド
レスに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定する
　ように構成される処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ５１]　前記処理システムがさらに、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つのフィール
ドにおいて各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少なくと
も１つの指示に基づいて、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの
前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する肯定応答ポリシーを復号するよ
うに構成される、Ｃ５０に記載の装置。
[Ｃ５２]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々
の前記少なくとも１つのフィールドが特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つ
のフィールドの前記特定の値に基づいてフレームを生成し、前記フレームを送信のための
出力するように構成される、Ｃ５１に記載の装置。
[Ｃ５３]　前記処理システムがさらに、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤ
Ｕフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記
少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成さ
れ、前記処理システムがさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場
合、前記フレームを送信のために肯定応答フレームとして生成するように構成される、Ｃ
５２に記載の装置。
[Ｃ５４]　前記処理システムがさらに、前記装置に宛てられる前記受信されたＡ－ＭＰＤ
Ｕフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中の前記
少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成さ
れ、前記処理システムがさらに、前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場
合、前記フレームを送信のためにブロック肯定応答フレームとして生成するように構成さ
れる、Ｃ５２に記載の装置。
[Ｃ５５]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記
少なくとも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記
値は前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受
信の肯定応答に対する要求のタイプを示す、さらに、前記フレームの末尾フィールド中の
前記値が１である場合、送信のために肯定応答フレームを生成するように構成される、Ｃ
５１に記載の装置。
[Ｃ５６]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記
少なくとも１つの中のフレームの末尾フィールド中の値を復号するように構成され、前記
値は前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受
信の肯定応答に対する要求のタイプを示す、さらに、前記フレームの末尾フィールド中の
前記値が０である場合、送信のためにブロック肯定応答フレームを生成するように構成さ
れる、Ｃ５１に記載の装置。
[Ｃ５７]　前記処理システムがさらに、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディアアクセ
ス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号し、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から前記肯定応答フレームの送信までに経過すること
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になる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定し、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーに基づいて、
前記時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信のために生成するように構成さ
れる、Ｃ５５に記載の装置。
[Ｃ５８]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記値がバックオフ値であ
る、Ｃ５７に記載の装置。
[Ｃ５９]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている前記バックオフ値が、短フ
レーム間空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、Ｃ５８に記載の装置。
[Ｃ６０]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々
に対応する前記肯定応答ポリシーに基づいて、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの送信から短フ
レーム間空間時間以上の遅延の後で前記装置に宛てられる、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵ
フレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答
を送信のために生成するように構成される、Ｃ５１に記載の装置。
[Ｃ６１]　少なくとも１つのアンテナと、
　前記アンテナを介して集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ
－ＭＰＤＵ）フレームを受信するように構成される受信機と、
　　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームと、前
記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスとを復号し、
　　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アド
レスに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレームの少なくとも１つが前記ワイヤレスノードに宛てられると決定する
　ように構成される処理システムとを備える、ワイヤレス通信のためのワイヤレスノード
。
[Ｃ６２]　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）
フレームを受信するための手段と、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームに基づいて２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
を復号するための手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号する
ための手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対する前記復号された受信機アドレ
スに基づいて、前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームから復号された前記２つ以上のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つが前記装置に宛てられると決定するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ６３]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の対応する少なくとも１つの
フィールドの中の各Ａ－ＭＰＤＵサブフレームの前記受信機アドレスと関連付けられる少
なくとも１つの指示に基づいて、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対す
る肯定応答ポリシーを復号するための手段をさらに備える、Ｃ６２に記載の装置。
[Ｃ６４]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記少なくとも１つのフィ
ールドが特定の値に設定される場合に、前記少なくとも１つのフィールドの前記特定の値
に基づいてフレームを生成するための手段と、前記フレームを送信するための手段とをさ
らに備える、Ｃ６３に記載の装置。
[Ｃ６５]　復号するための前記手段がさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
の前記少なくとも１つの中の前記少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィール
ド中の値を復号するように構成され、生成するための前記手段が、肯定応答フレームを生
成するように構成され、送信するための前記手段がさらに、前記フレームの末尾フィール
ド中の前記値が１である場合、前記肯定応答フレームを前記フレームとして送信するよう
に構成される、Ｃ６４に記載の装置。
[Ｃ６６]　復号するための前記手段がさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
の前記少なくとも１つの中の前記少なくとも１つのフィールドのフレームの末尾フィール
ド中の値を復号するように構成され、生成するための前記手段が、肯定応答フレームを生
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成するように構成され、送信するための前記手段がさらに、前記フレームの末尾フィール
ド中の前記値が０である場合、ブロック肯定応答フレームを前記フレームとして送信する
ように構成される、Ｃ６４に記載の装置。
[Ｃ６７]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレー
ムの末尾フィールド中の値を復号するための手段と、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求の
タイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記値が１である場合、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対する肯定応答フレームを生成するための手段と
、
　前記肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備える、Ｃ６３に記載の装置。
[Ｃ６８]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のフレー
ムの末尾フィールド中の値を復号するための手段と、前記値は、前記２つ以上のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーのための受信の肯定応答に対する要求の
タイプを示す、
　前記フレームの末尾フィールド中の前記値が０である場合、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームの前記少なくとも１つに対するブロック肯定応答フレームを生成するため
の手段と、
　前記ブロック肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備える、Ｃ６３に記載
の装置。
[Ｃ６９]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１つの中のメディ
アアクセス制御プロトコルユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを復号するための手
段と、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームの受信から前記肯定応答フレームの送信までに経過すること
になる時間遅延を、前記ＭＰＤＵデリミタフィールドに記憶されている値から決定するた
めの手段と、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の前記肯定応答ポリシーに基づいて、
前記時間遅延が経過した後に前記肯定応答フレームを送信するための手段とをさらに備え
る、Ｃ６７に記載の装置。
[Ｃ７０]　前記ＭＰＤＵデリミタフィールド中の前記値がバックオフ値である、Ｃ６９に
記載の装置。
[Ｃ７１]　短フレーム間空間時間と定数値の少なくとも１つに基づく、前記ＭＰＤＵデリ
ミタフィールドに記憶されている前記バックオフ値、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ７２]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少なくとも１つの受信の肯定応答
を生成するための手段と、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの前記少なくとも１
つに対する前記肯定応答ポリシーがブロック肯定応答ポリシーを示す場合、前記Ａ－ＭＰ
ＤＵフレームの送信から短フレーム間空間時間以上の遅延の後で、受信の前記肯定応答を
送信するための手段とをさらに備える、Ｃ６３に記載の装置。
[Ｃ７３]　実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させる命令が符号化された
、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記方法が、
　集約されたメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム
を受信することと、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを復号す
ることと、
　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々に対応する受信機アドレスを復号する
ことと、
　前記受信されたＡ－ＭＰＤＵフレームの前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの少
なくとも１つが前記装置に宛てられると決定することとを備える、コンピュータプログラ
ム製品。
[Ｃ７４]　前記装置によって、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース
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送信機アドレスを示すために、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機
アドレスフィールドを設定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７５]　前記処理システムがさらに、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々
のソース送信機アドレスを示すように、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々
の送信機アドレスフィールドを設定するように構成される、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ７６]　前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々のソース送信機アドレスを示
すために、前記２つ以上のＡ－ＭＰＤＵサブフレームの各々の送信機アドレスフィールド
を設定するための手段をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
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